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笑顔笑顔きらめくきらめく
ステージステージ

　10月７日、待望の竹田市総合文化ホール

〈グランツたけた〉がオープン。ステージには

子どもたちの笑顔が広がりました。

タップダンスを元気いっぱい踊ったワークショップの子どもたち

↑竹田幼稚園、南部幼稚園、直入幼稚園の園児がかわいらしいパフォーマンス

約10年ぶりに再結成された「竹田市少年少女合唱団」

優しくのびやかな歌声を披露しました



文
化
の
殿
堂
、待
望
の
オ
ー
プ
ン

復
興
の
歩
み
か
ら
６
年

平
成
24
年
7
月
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
約
40
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
た
旧
竹
田
市
文
化

会
館
。
文
化
創
造
活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
市
民
に
愛
さ
れ
親
し

ま
れ
て
き
た
文
化
会
館
に
代
わ
る

施
設
「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
」
が
10
月
７

日
、
待
望
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま

し
た
。

        　

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

式
典
で
は
、
首
藤
市
長
が
「
開

館
で
き
た
こ
と
を
多
く
の
方
に
感

謝
し
た
い
。
こ
の〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
〉
を
育
て
て
い
く
の
は
市
民
の

皆
さ
ん
で
す
。
こ
の
施
設
を
広
く

活
用
し
、
文
化
芸
術
を
未
来
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
「
竹
田
市
の
歌
」

が
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
出

身
で
歌
人
の
川
野
里
子
さ
ん
が
作

詞
を
手
掛
け
、
作
曲
に
つ
い
て
は
、

約
３
０
０
点
の
応
募
の
中
か
ら
安

川
徹
さ
ん（
長
崎
市
）の
曲
を
選
出
。

作
曲
家
で
瀧
廉
太
郎
記
念
館
名
誉

館
長
の
三
枝
成
彰
先
生
に
編
曲
し

て
い
た
だ
き
完
成
し
た
歌
が
、
市

民
合
唱
団
60
人
に
よ
り
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
も
元

気
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
本
市
出

身
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
、
古
庄
里

好
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
子

ど
も
た
ち
15
人
に
よ
る
タ
ッ
プ
ダ

ン
ス
、
約
10
年
ぶ
り
に
再
結
成
さ

れ
た
「
竹
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
」

の
団
員
23
人
に
よ
る
澄
ん
だ
や
さ

し
い
歌
声
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
ま
た

山
下
歩
さ
ん（
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
・

ク
リ
エ
イ
タ
ー
）
の
歌
に
あ
わ
せ

て
市
内
の
公
立
幼
稚
園
の
園
児
55

人
が
か
わ
い
ら
し
い
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

芝
生
広
場
で
は
、
マ
ル
シ
ェ
「
城

下
町
と
市
場
」
も
開
催
さ
れ
、
終

日
千
人
を
超
え
る
人
が
集
い
、
オ
ー

プ
ン
を
祝
っ
た
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
〉。
こ
の
新
し
い
文
化
の
拠
点
施

設
か
ら
輝
く
未
来
が
広
が
り
ま
す
。

「私たちが“グランツ”を育てる」

①

②

③

④⑤
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今月の目次  Lineup

広報

11月号

■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

文化の殿堂、待望のオープン

文化薫る秋の竹田

占部李佳さんに栄冠／友好の絆、

これからも

多彩な催しを楽しんで

３つの公演が実現へ／竹田で制作

した花籠を寄贈

たけたんトピックス

学び舎／まるごと博物館

画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美

術祭『紙上作品展』

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／求人情報／人

権シリーズぬくもり

休日・夜間の在宅当番医院 ほか

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

「竹田うまれ」がグッドデザイン賞／

アッパレ！100歳／誕生おめでとう 

ほか

郷土の植物／すくすく１歳

２

４

５

６

７

８

10

11

12

14

19

20

21

22

23

24

人　口　22,028　 人

男　性　10,294　 人

女　性　11,734　 人

世帯数　10,336 世帯

  ※平成30年10月１日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 16 人 ）

（ － ４ 人 ）

（ － 12 人 ）

（± 0 世帯）

人口のうごき

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

竹
田
市
文
化
会
館
の
復
興
に
向
け

た
「
竹
田
市
文
化
会
館
復
興
寄
附
金
」

に
、
平
成
24
年
度
か
ら
今
日
ま
で
多
く

の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
お
志
を
賜
り
、

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
浄
財
は
、
音
響
特
性

に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
完
成
し
た〈
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
〉廉
太
郎
ホ
ー
ル
の
象

徴
的
存
在
と
な
る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社

の
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
導
入
費

用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
廉
太
郎
の
功
績
を
心
に
刻
み
、

後
世
へ
と
語
り
継
い
で
い
く
た
め
、
文

化
ホ
ー
ル
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
瀧
廉

太
郎
像
」
を
大
ホ
ー
ル
「
廉
太
郎
ホ
ー

ル
」
入
口
に
設
置
し
ま
し
た
。

胸
像
制
作
は
彫
刻
家
・
日
展
会
員

の
原
田
裕
明
先
生
、
銘
板
は
日
本
が

誇
る
作
曲
家
で
瀧
廉
太
郎
記
念
館
の

名
誉
館
長
で
も
あ
る
三
枝
成
彰
先
生

の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
す
。

胸
像
の
設
置
及
び
文
化
事
業
の
推

進
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
胸
像
の
建
立
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

↑ホールの象徴的存在、スタイン
ウェイ社のフルコンサートピ
アノ

↑〈グランツたけた〉のシンボル
となる瀧廉太郎像（右から）三
枝成彰先生、原田裕明先生、公
益財団法人里見奨学会の里見
多一理事長

寄附金総額
10,191,475円

寄附件数　
個人団体 計108件

寄附金総額
5,970,000円

寄附件数　
個人団体 計152件

⑬

⑭

↑10月は稲刈りのシーズン。10月20日には荻町で
荻小学校と佐伯市上浦の東雲小学校の児童が一
緒に稲刈りを体験しました

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑪⑫

3 2018 年 11 月発行

①三枝成彰先生の指揮で「竹田市の歌」を披露する竹田混声合唱団、コール竹田メリー
ズ、瀧廉太郎の歌をうたう会、コールマミー直入、竹田ロータリークラブ「オンチーズ」の
皆さん　②開館のテープカットを行った（右から）藤原隆司県豊肥振興局長、声楽家の佐
藤しのぶさん、首藤市長、フォルカー・キーバー バートクロツィンゲン市長、日小田秀之
市議会議長、白坂亜紀竹田市東京事務所長　③〈グランツたけた〉の命名者の江藤夢さ
んとロゴマーク採用者の居関孝男さん、設計・建築関係者に感謝状が贈られました　④

「竹田市の歌」を作曲した安川徹さん　⑤ソプラノ歌手の野々村彩乃さんが美しい歌声
で国歌を独唱　⑥舞台開きとして、長唄「松の三番叟」を披露した本市出身の花柳美匠
治郎（首藤匠）さん　⑦義援金を本市に寄せていただいた「コンツァートKOJO」の皆さん
は瀧廉太郎の名曲などを六重唱で披露　⑧本市出身のタップダンサー、古庄里好さん
とRhythm Speakerの皆さんの軽快なタップ　⑨〈グランツたけた〉のイメージソング「か
がやく未来へ」を作った山下歩さんと子どもたち　⑩芝生広場ではマルシェ「城下町と市
場」が行われ、多くの人で賑わいました　⑪ロビーでは竹田市産ホップを使用したクラフ
トビールがお披露目されました　⑫真新しいホールを埋め尽くした来場者　⑬式典の
司会を務めた本市出身で NHK甲府放送局アナウンサーの志賀隼哉さん　⑭笑顔で来
場者をお迎えした市民ボランティアスタッフの皆さん



国
民
文
化
祭
「
竹
田
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
１
８
」
開
幕

文
化
薫
る
秋
の
竹
田

誰
も
が
楽
し
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
る
文
化
の
祭
典
「
第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た

２
０
１
８
、
第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会
」

が
10
月
６
日
、
開
幕
し
ま
し
た
。
11
月
25
日
ま
で
の
51
日
間
、
県

内
各
地
で
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
市
内
で
も
「
竹
田
ル
ネ
サ

ン
ス
２
０
１
８
」
を
テ
ー
マ
に
、
文
化
の
持
つ
力
を
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
美
し
い
日
本
」に
出
会
う

音
楽
の
種
を
蒔
く

↑企画展では、若き刀匠・興梠房興さんと兄
弟子の福留房幸さんにより復元された名
刀「蛍丸」や、本阿弥光悦作の幻の茶碗「有
明」などが展示されました

↑日本文学研究者のロバート・キャンベルさん
（右）と直木賞作家の江國香織さん。『消えゆ

くものと、芽吹くもの』をテーマとした２人
のトークはとても興味深いものでした

↑伊藤京子さんと川久保賜紀さんによって奏で
られた美しい音色に、聴衆は魅了されていま
した

↑川端康成の手紙や直筆の色紙を鑑賞する来館者 ↑織部流の歴史のある茶道具を眺める来場者

↑ガニ湯で足湯とお茶を楽しむ参加者

か
つ
て
竹
田
を
訪
れ
た
文
豪
・
川

端
康
成
が
追
求
し
た
「
美
し
い
日
本
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
「
竹
田
で
出
会

う
美
し
い
日
本
」。

10
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
間
、

日
本
刀
や
茶
の
湯
の
企
画
展
、
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
、
刀
の
銘
切
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

13
日
に
は
日
本
文
学
研
究
者
の

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
と
直

木
賞
作
家
の
江
國
香
織
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

お
二
人
は
田
能
村
竹
田
が
残
し
た

南
画
を
「
水
墨
画
」
と
「
言
葉
」
の
２

つ
の
世
界
か
ら
読
み
解
き
、
芸
術
文

化
を
育
む
「
人
と
人
と
の
出
会
い
」
や

「
言
葉
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
語
り
ま

し
た
。

10
月
14
日
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
別
府
ア

ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
伊
藤
京
子
さ
ん
と
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
川
久
保
賜
紀
さ
ん
に
よ

る
ピ
ア
ノ
・
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
楽

に
出
会
う
日
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
シ
ョ
パ
ン
な
ど
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
の
演
奏
や
、
竹

田
市
少
年
少
女
合
唱
団
と
の
共
演
も

実
現
。
来
場
者
に
と
っ
て
心
地
よ
い

音
楽
に
触
れ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
や
美
容
、
癒
し
と
い
っ
た
炭

酸
泉
の
持
つ
魅
力
を
伝
え
、
地
域
活

性
化
を
め
ざ
す
「
全
国
炭
酸
泉
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
８
～
温
泉
新
時
代

を
拓
く
」
が
10
月
８
日
、
直
入
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
炭
酸
泉
が

提
案
す
る
新
た
な
健
康
と
温
泉
地
の

カ
タ
チ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
女
優
で
温

泉
愛
好
家
の
橋
本
マ
ナ
ミ
さ
ん
を
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
温
泉
家

の
北
出
恭
子
さ
ん
と
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
橋
本
さ

ん
は
「
長
湯
温
泉
は
心
も
体
も
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
る
素
敵
な
場
所
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

竹田の「茶の湯文化」を継承

し、次世代に伝えていこうと開

催されている「竹田茶ノ湯暦」。

10月13日と14日には、城下

町で表千家・裏千家による「城

下町茶会」や古田織部の茶の

湯を再現した「織部流茶会」、芹

川沿いの露天風呂「ガニ湯」で

は、アートの要素を取り入れた

自然の中での茶会、「竹田アー

ト茶会」が行われました。

久住高原美術館では、企画展「川

端康成が見た久住・竹田」が10月21

日まで開かれました。

文豪・川端康成がなぜ、小説「続

千羽鶴（波千鳥）」の舞台に久住や

竹田を選んだのか、康成が竹田を訪

れた際に出会った人物や背景を、写

真や当時の新聞記事などの資料で

紹介。また康成から寄せられた手

紙や直筆の色紙も併せて展示され

ました。

茶の湯文化を体感

小説「続千羽鶴」

なぜ竹田を舞台に？

橋本マナミさんが

温泉トーク
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第
72
回
を
数
え
る
「
瀧
廉
太
郎
記

念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
10
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
聖
地
だ
っ
た

「
旧
竹
田
市
文
化
会
館
」
に
代
わ
る
新

し
い
施
設
と
し
て
、
廉
太
郎
ホ
ー
ル

を
備
え
た
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で
の
初
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
全
国
か
ら
30
の
高
校
、
31

名
の
若
き
声
楽
家
が
歌
声
を
披
露
。

審
査
の
結
果
、
福
岡
雙
葉
高
校
３
年

の
占
部
李
佳
さ
ん
が

栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

は
次
の
と
お
り
。

第
１
位　

占
部
李
佳

（
福
岡
雙
葉
高
校
３
年
）

▼
第
２
位　

島
田
佳

音
（
香
川
県
立
坂
出
高

校
３
年
）
▼
第
３
位　

海
上
玲
菜
（
北
海
道
中

標
津
高
校
３
年
）
▼
優
秀
賞　

吉
田

呂
歌
（
大
阪
府
立
枚
方
な
ぎ
さ
高
校

３
年
）
／
奥
村
麗
音（
石
川
県
立
金
沢

二
水
高
校
２
年
）
／
伊
藤
美
心（
出
雲

北
陵
高
校
３
年
）
▼
優
良
賞　

田
島

知
奈
（
佐
賀
女
子
短
期
大
学
付
属
佐

賀
女
子
高
校
３
年
）
／
黒
木
陽
菜
子

（
熊
本
市
立
必
由
館
高
校
３
年
）
／
谷

川
あ
お（
兵
庫
県
立
御
影
高
校
３
年
）

／
赤
迫
祐
花
（
奈
良
県
立
平
城
高
校

３
年
）

※
優
秀
賞
、
優
良
賞
は
本
選
歌
唱
順

（
敬
称
略
）

本
市
と
友
好
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
ド

イ
ツ
の
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

と
の
交
流
30
周
年
を
迎
え
、
10
月
６

日
、
国
民
宿
舎
久
住
高
原
荘
で
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
、
炭
酸
泉
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
「
世
界
に
通
用
す
る
個
性
的
な

温
泉
地
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
旧
直

入
町
と
の
間
で
始
ま
っ
た
国
際
交

流
。
文
化
や
経
済
の
交
流
、
中
学
生

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
な
ど
の
人
材

交
流
を
重
ね
、
相
互
の
友
好
関
係
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。

式
典
に
は
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
か
ら
の
訪
問
団
25
人
と
、
本
市

の
商
工
、
観
光
関
係
者
や
日
独
協
会

の
会
員
、
訪
問
団
の
滞
在
先
と
な
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
な
ど

合
わ
せ
て
約
１
０
０
人
が
出
席
。
首

藤
市
長
は
「
今
後
も
両
市
が
世
界
で

最
も
仲
の
よ
い
交
流
都
市
に
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
の
フ
ォ
ル
カ
ー
・
キ
ー
バ
ー
市

長
は
「
心
と
心
の
交
流
、
経
済
的
な
交

流
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

祈
念
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

翌
７
日
に
は
、
直
入
町
長
湯
に
建

設
中
の
温
泉
利
用
型
療
養
施
設
「
ク

ア
ハ
ウ
ス
」
の
敷
地
に
、
バ
ー
ト
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
か
ら
贈
ら
れ
た
サ
ト

ウ
カ
エ
デ
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

９
日
ま
で
の
滞
在
中
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

久
住
町
の
吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
「
マ
グ

マ
グ
ラ
ス
ス
タ
ジ
オ
」
で
の
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
体
験
、
ま
た
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
の

開
館
記
念
式
典
や
全
国
炭
酸
泉
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
さ
れ
た
訪
問
団
の

皆
さ
ん
。
両
市
の
か
け
が
え
の
な
い

友
好
の
絆
は
こ
れ
か
ら
も
よ
り
強
く

結
ば
れ
、
未
来
へ
と
紡
が
れ
ま
す
。

←受賞を喜ぶ（左から）第２位の島田佳音さん、
第１位の占部李佳さん、第３位の海上玲菜さん

↑音楽の街、ドイツ・ライプツィヒからバリ
トン歌手のシュテファン・ハイネマンさん
と、ピアニストのコンツタンツェ・ホリツ
ァーさんがお祝いに駆けつけ、本場の演奏
を披露しました

↑交流30周年を記念して、友好宣言書に
署名した首藤市長とバートクロツィン
ゲン市のフォルカー・キーバー市長（左） 

㊤記念式典では、訪問団とコールマミー直入の皆さんが
合唱を披露

㊦バートクロツィンゲン市から贈られたサトウカエデを
記念植樹する首藤市長、フォルカー・キーバー市長ら
関係者の皆さん

↑バートクロツィンゲン市の訪問団とホストファミリーの皆さん

第72回瀧廉太郎記念

全日本高等学校声楽コンクール

占
う ら べ

部李
も も か

佳さんに
栄冠（福岡雙ふたば葉高校３年）

ド
イ
ツ
・
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
交
流
30
周
年

友
好
の
絆
、こ
れ
か
ら
も
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ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア 

in 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ

こ
だ
わ
り
の
作
家
作
品
が

大
集
合
！

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の〈
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
〉に
、
陶
磁
器
、
木
工
、
染
・
織
、

竹
、
ガ
ラ
ス
な
ど
、
全
国
か
ら
集
ま
る

27
組
の
作
家
作
品
が
並
び
ま
す
。
市

内
で
活
動
す
る
作
家
も
５
名
参
加
！

作
家
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
明

日
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
あ
な
た
だ
け
の

逸
品
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

※
両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
多
目
的
ホ
ー
ル

「
キ
ナ
ー
レ
」
他

料
金　

入
場
無
料
（
作
家
作
品
の
購

入
は
別
途
）

竹
田
み
ん
な
で
ア
ー
ト

障
が
い
者
福
祉
施
設
の
利
用
者
と

市
内
の
作
家
が
共
同
で
制
作
し
た
作

品
を
市
内
２
会
場
に
展
示
。
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開
催
し

ま
す
。

①
日
時
・
会
場　

11
月
２
日
㈮
～
４

日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

久

住
高
原
パ
ル
ク
ラ
ブ

②
期
日
・
会
場　

11
月
10
日
㈯
～
25

日
㈰　

城
下
町
の
店
舗
等

榎
木
孝
明
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
時　

11
月
17
日
㈯　

午
前
11
時

～
12
時

会
場　

久
住
高
原
美
術
館

※
会
場
で
は
11
月
18
日
㈰
～
25
日
㈰

ま
で「
く
じ
ゅ
う
の
山
」
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

荻
地
域
文
化
交
流
祭
～
檀
ふ
み

さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
～

日
時　

11
月
23
日
㈮　

午
後
12
時

30
分
～
４
時（
開
場
は
正
午
）

会
場　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア 

多
目

的
ホ
ー
ル

問
竹
田
市
文
化
政
策
課

☎
63-

４
８
３
７

東
京
、
京
都
、
大
阪
を
会
場
に
毎

年
開
催
し
て
い
る
「
日
本
南
画
院
展
」

（
第
58
回
）か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
作
品

20
点
を
特
別
展
示
し
ま
す
。
日
本
南

画
院
か
ら
講
師
を
迎
え
た
揮
毫
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

入
場
料
等
詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田

市
文
化
政
策
課
（
☎
63-

４
８
３
７
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
28
日
㈬
～
12
月
３
日
㈪

会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
多
目
的
ホ
ー
ル

「
キ
ナ
ー
レ
」

〈ステージイベント〉廉太郎ホール
○市民発表会
10日㈯　午前10時～開場／午前の部は

10時40分～／午後の部は１時30分～

○第46回神楽研修舞
11日㈰　午前９時30分～午後４時30分頃

〈作品展示〉市民ギャラリー他
10日㈯は午前９時～午後５時、11日㈰は

午前９時～午後４時30分

〈ばあばの台所〉市民ラウンジ
地元に伝わる郷土料理の試食コーナー。

「荒城の月」が生活の一部として溶け込

んでいる竹田市。駅に列車が到着すると

「荒城の月」が乗客を迎え、市民が集う行

事の終わりには全員で「荒城の月」の大合

唱。岡城二の丸には「荒城の月」の作曲者

である瀧廉太郎の銅像が佇み、山城を登

ってきた観光客をやさしく迎えてくれます。

そんな竹田市で、全国公募により集まった

出演者たちが思い思いの「荒城の月」を

表現します。一般の出演者とともに豪華な

問第33回国民文化祭、第18回全国障害者芸術・文化祭竹田市実行委員会事務局

　竹田市文化政策課（グランツたけた内）　☎0974-63-4837

竹田の食文化を体感できます。（協力：竹

田市食生活改善推進協議会）

10日㈯、11日㈰とも午前11時30分～午後

１時30分

〈TAKETA KITCHEN〉芝生広場
お祭りに「屋台」は欠かせない！というこ

とで、芝生広場では屋台がオープン。皆さ

んぜひお越しください。（協力：竹田商工会

議所青年部）

11日㈰　午前11時～

ゲストがステージを盛り上げます。

日時　11月24日㈯　午後１時～５時

（12時30分開場）

※入場整理券はグランツたけた、荻・久

住・直入の各公民館で配布しています。

〈ゲスト〉
スガダイロー（ジャズピアニスト）、弧の

会（日本舞踊）、SINSKE（マリンバ奏者）、

藤原道山（尺八演奏家）、古庄里好（タッ

プダンサー）

晩
秋
を
彩
る「
竹
田
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
１
８
」

多
彩
な
催
し
を
楽
し
ん
で

11

まで
25日

現
在
、
県
内
全
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た
２
０
１
８
」

「
第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会
」。

11
月
も
市
内
各
所
で
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
２
つ
の
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

入
場
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「耕す里」の竹田文化祭
歌に踊りに絵画に神楽！市民の皆さんの日頃の文化
活動の成果を発表するステージです。

瀧廉太郎に捧ぐ「荒城の月」
フェスタ～ここからはじまる「荒城の月」伝説～

11

11

10

24

11・
土

土

日

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

第
58
回

日
本
南
画
院
展
大
作
展
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市
民
の
企
画
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

３
つ
の
公
演
が
実
現
へ

↑今年のクリスマスは、猿田彦男声合唱団が若々しい
歌声をお届けします

市
民
の
発
案
、
企
画
に
よ
る
事
業

を
公
募
し
、〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
の

自
主
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
、
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た″
市
民
企

画
”
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
市
民
に
よ

る
舞
台
公
演
の
企
画
実
現
を
応
援

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
多
様
な
舞
台

公
演
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

今
年
は
３
つ
の
事
業
が
市
民
の
企

画
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
猿
田
彦
男
声
合
唱
団
「
ク
リ
ス
マ
ス

な
ん
て
大
嫌
い
!!
な
ん
ち
ゃ
っ
て
♡
」

（
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会
主
催
）

日
時
・
会
場　

12
月
23
日
㈰　

午
後

３
時
～
廉
太
郎
ホ
ー
ル

②
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
コ
ン

サ
ー
ト
in
た
け
た
（
竹
田
市
民
劇
団

お
ご
め
ん
主
催
）

日
時
・
会
場　

１
月
14
日
㈪　

午
後

３
時
～
廉
太
郎
ホ
ー
ル

③
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
隊
コ

ン
サ
ー
ト
（
復
興
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

陸
上
自
衛
隊
西
方
音
楽
隊
演
奏
会

実
行
委
員
会
主
催
）

日
時
・
会
場　

３
月
２
日
㈯　

午
後

２
時
～
廉
太
郎
ホ
ー
ル

※
来
年
度
の
企
画
募
集
は
、
前
期
が

11
月
～
３
月
、
後
期
は
４
月
～
８
月

で
す
。
詳
し
く
は
、〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
〉ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11/11㈰ 午前10時～発売開始
《市民企画応援プロジェクト》

猿田彦男声合唱団「クリスマスなんて大嫌い!!なんちゃって♡」

日時　12月23日㈰
　　　午後２時30分開場／午後３時開演
料金（全席自由／消費税込）　一般1000円
会場　〈グランツたけた〉廉太郎ホール

11/11㈰ 午前10時～発売開始
《市民企画応援プロジェクト》

DEAR FRIENDSコンサート in たけた

日時　平成31年１月14日㈪
　　　午後２時30分開場／午後３時開演
料金（全席自由／消費税込）　一般1500円（当日は
500円増）
会場　〈グランツたけた〉廉太郎ホール

11/18㈰ 午前10時～発売開始
カティア・ブニアティシヴィリ ピアノリサイタル

日時　平成31年２月９日㈯
　　　午後１時30分開場／午
後２時開演
料金（全席指定／消費税込）　
一般6000円／市民割引5000円
／高校生以下3000円
会場　〈グランツたけた〉廉太郎ホール

好評発売中
スガダイロー ピアノソロコンサート

日時　11月25日㈰
　　　午後２時30分開場／午後３時開演
料金（全席指定／消費税込）　一般3000円／市民割
引2000円／高校生以下1000円
会場　〈グランツたけた〉廉太郎ホール

舞台＂HandY 〜ハンディ〜 ”

日時　12月７日㈮
　　　①午後１時30分開場／午後２時開演
　　　②午後６時30分開場／午後７時開演
料金（全席指定／消費税込）　一般2000円／高校生
以下1000円（当日は各500円増）
会場　〈グランツたけた〉キナーレ

公演チケットの取り扱い

〈グランツたけた〉で午前９時～午後５時（平日のみ、
発売開始日は午前10時～）
※市民割引をご利用の際は、市内在住であることを証
明できるもの（運転免許証等）を持参
※チケット購入は１回の購入で１人につき４枚まで
問竹田市文化政策課　☎63-4837

公 演 チ ケ ッ ト 発 売 情 報

台
湾
・
高
雄
市
の
竹
藝
家
、
陳チ

ン

詠ヤ
ン

笙
シ
ェ
ン

さ
ん（
33
歳
）が
本
市
で
制
作
し
た

作
品
を
市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

陳
さ
ん
は
、
陶
芸
や
ガ
ラ
ス
、
金

属
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
工
芸
分
野
の

研
究
施
設
「
国
立
台
湾
工
芸
研
究
発

展
セ
ン
タ
ー
」
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
た
際
、
講
師
と
し
て
来
て
い
た
竹

藝
家
の
中な
か
と
み臣

一は
じ
めさ

ん（
川
向
）と
出
会

い
、
そ
れ
が
縁
で
今
年
７
月
に
来
日
。

竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）で
週
３
日
、

中
臣
さ
ん
に
技
術
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
約
３
か
月
か
け
て
作
品
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

作
品
は
花
籠
２
点
。
幅
１·

５
ミ

リ
、
厚
さ
０·

４
５
ミ
リ
の
竹
ひ
ご
を

編
み
上
げ
た
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
の
色

合
い
の
夏
用
と
、
炭
や
漆
を
塗
っ
た
秋
・

冬
用
を
制
作
。「
編
み
目
の
大
き
さ
を

均
一
に
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
」
と
話

す
陳
さ
ん
。「
伝
統
的
な
技
術
を
基
に
、

よ
り
現
代
的
な
作
品
を
制
作
し
て
い

る
中
臣
さ
ん
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。

来
年
も
竹
田
市
を
訪
れ
、
技
術
を
磨

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
は
竹
田
市

立
図
書
館
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
お

立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

↑作品を制作した陳詠笙さん（中央）と技術指導した中臣一さん（右）

 

台
湾
・
高
雄
市
の
陳
さ
ん

竹
田
で
制
作
し
た
花
籠
を
寄
贈

7 2018 年 11 月発行

３つの公演が実現へ／竹田で制作した花籠を寄贈



御前湯が開館20周年

これからも愛される温泉施設に 10
月
４
日
、
竹
田
市
竹
田
町
の
古

町
通
り
に
、
地
域
の
人
の
交
流
の
場

と
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
み

ん
な
の
い
え
『
カ
ラ
フ
ル
』」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
奥
結
香

さ
ん
と
、
や
ま
な
み
福
祉
会
初
代
理

事
長
の
川
口
芳よ

し

の之
さ
ん
、
権
利
擁
護

支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
け
た
ね
っ
と
」
の

大
塚
ふ
み
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
り
立

ち
上
げ
、
施
設
に
は
ゆ
っ
く
り
会
話

や
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
子
ど
も
が
自
由
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
部
屋
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

開
所
は
火
曜
日
、
木
～
日
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時（
金
曜
日

動
物
愛
護
週
間
の
一
環
と
し
て
、

大
分
県
獣
医
師
会
竹
田
支
部
か
ら
市

教
育
委
員
会
に
図
書
購
入
費
３
万
円

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
市
教
委
で
は
動

物
を
愛
し
み
、
命
を
大
切
に
す
る
心
を

育
む
図
書
を
購
入
し
、
児
童
の
学
習

活
動
に
役
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

は
午
後
６
時
）。
保
育
士
や
介
護
福

祉
士
な
ど
の
有
資
格
者
が
、
子
ど
も

や
障
が
い
が
あ
る
方
の
一
時
預
か
り
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
見
守
り
に

対
応
し
ま
す
。
ま
た
、「
世
代
間
交
流
」

や
子
ど
も
の
学
習
支
援
や
療
育
を
行

う
「
ア
ソ
ビ
バ
×
ソ
ダ
チ
バ
」
を
定
期

的
に
開
催
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ん

な
の
い
え
『
カ
ラ
フ
ル
』（
☎
０
８
０-

８
１
０
８-

１
５
０
９
）ま
で
。

舗装前のコンクリート面に絵を描くイベントが９月

27日、中九州横断道路の工事現場で行われ、竹田小

学校の３、４年生50人が参加しました。

児童らは竹田市三宅の笹無田橋の路面に、赤や緑、

黄色などの水性塗料をコンクリート面に塗り、カボスを

キャラクターにした「かぼすけ」と、姫だるまがモチーフ

の「ひめ玉」の２つのキャラクターの絵を描きました。

この巨大絵は今後舗装されて道路の下に隠れてし

まいますが、池田愛さん（３年）は「絵が隠れてしまうの

は悲しいけど、多くの人がこの道路を通ってくれると思

うと嬉しい」、大崎薫
かおるこ

子さん（同）は「ここを通るときは絵

を描いたことを思い出すと思

う」と話してくれました。

中九州横断道路「朝地Ｉ

Ｃ～竹田ＩＣ（仮称）」は今

年度中の開通をめざして、工

事が進められます。

10月21日、直入町の長湯温泉療養文化館「御

前湯」が開館20周年を迎え、記念セレモニー

が行われました。御前湯は平成10年10月22日

にオープンし、毎年10万人以上、これまでに約

230万人の入浴客が訪れている人気の温泉施

設です。

外湯めぐりや飲泉文化を継承する施設とし

て、これからも多くの人に愛される「御前湯」を

めざします。

建設中の道路が
キャンバスに

み
ん
な
が
集
え
る
場
所
に

動
物
を
愛
し
む
心
を
育
ん
で

体
育
セ
ン
タ
ー
が
明
る
く
キ
レ
イ
に

６
年
ぶ
り
に
響
く
歓
声

平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪

雨
、
ま
た
平
成
28
年
４
月
の
熊
本
・

大
分
地
震
に
よ
り
使
用
不
能
に
な
っ

て
い
た
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
の
修

復
工
事
が
完
了
し
、
10
月
５
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
体
育
館
の
外
観
は
、
市

総
合
文
化
ホ
ー
ル
と
意
匠
を
統
一
。

館
内
は
従
来
の
鉄
製
窓
を
樹
脂
製

窓
に
変
え
軽
量
化
を
図
り
、
併
せ

て
更
衣
室
の
改
修
や
ト
イ
レ
の
設

置
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
の
改
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

外
構
工
事
を
含
め
た
総
工
費
は
約

１
億
２
千
６
百
万
円
。

延
床
面
積
が
８
９
６
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
１
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
４
面
が
取

れ
ま
す
。
利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
（
☎
63-

４
９
８
０
）ま
で
。
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↑中九州横断道路に８メートル四方のキャラクターを描いた
竹田小学校３、４年生の児童ら

↑
当
日
は
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
竹
田
高

校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
同
好
会
の
記
念
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た

↑大分県獣医師会竹田支部の河野剛
支部長から吉野教育長に図書購入
費が贈られました ↑楽しそうに色を塗る児童たち

↑みんなのいえ『カラフル』の（左から）大塚ふみさん、
奥結香さん、川口芳之さん。代表を務める奥さん
は「この場所がみんなの居場所になれば」と話す↑記念のくす玉を割り、20周年を祝う関係者と来館者の皆さん



菅生のとうきびW受賞

第１回アジア国際美酒コンテスト

久住千羽鶴が
　　　　  金賞

竹田市選手団、大活躍

↑受賞したとうきびフェスタ実行委員会の山岡
正近会長（左）と道の駅すごうの堀哲郎店長

↑賞を受賞した（左から）大澤彩音さん、重松夏
さん、熊田衣真さん、丸山颯華さん。今回のコ
ンクールには、県内からポスターの部に144点、
標語の部に4277点の応募があり、合わせて70
点の作品が入賞し、表彰されました

↑目標は白井健三選手と話す児玉
くん。活躍を期待しています！

↑週５日練習して大会に臨んだと話す
和田くん。「（３位に）嬉しい。来年は
優勝できるように練習に頑張りたい」

↑ペタンクで優勝を飾った竹田市チームの皆さん

今
年
創
設
さ
れ
た
「
い
い
も
の
発

見
！
お
お
い
た
直
売
所
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
イ
ベ
ン
ト
部
門
で
「
竹
田
市
と
う

き
び
フ
ェ
ス
タ
in
菅
生
」
が
グ
ラ
ン

プ
リ
に
、
地
域
特
産
品
部
門
で
道
の

駅
す
ご
う
の
「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
」
が

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

県
内
の
直
売
所
か
ら
４
部
門
に
38

店
舗
が
参
加
。
魅
力
や
特
長
の
あ
る

加
工
品
や
催
し
等
が
選
出
さ
れ
、
今

回
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

９月23日を主日程に、大分市の大洲総
合運動公園他会場で「第29回豊の国ねん
りんピック交流大会」が開催されました。

竹田市選手団の主な結果は次のとおり
です。（敬称略）
ペタンク　優勝

（堀敏英、堀美代子、大塚万里子）
弓道交流大会　団体の部 第３位

（阿南正治、堀祐二、岩屋庄一、加藤正義、
三宮納）
三世代交流健康マラソン
一般男子40歳代の部 準優勝　佐田修一
一般男子50歳代の部 準優勝　甲斐正寿

犯
罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
に

「
平
成
30
年
全
国
地
域
安
全
運
動
、

全
国
暴
力
追
放
運
動
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
ポ
ス

タ
ー
の
部
の
大
分
県
優
秀
賞
に
大お
お
さ
わ澤

彩あ

や

ね音
さ
ん（
直
入
中
１
年
）
が
、
標
語

の
部
の
同
賞
に
重し
げ
ま
つ松

夏な
つ

さ
ん（
竹
田

小
６
年
）、
熊く

ま

だ田
衣え

真ま

さ
ん（
直
入
中

３
年
）、
佳
作
に
丸ま
る
や
ま山

颯さ

や

か華
さ
ん（
竹

田
小
５
年
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

10
月
18
日
、
第
13
回
大
分
県
地
域

福
祉
推
進
大
会
が
別
府
市
の
ビ
ー
コ

ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
は

17
人
、
５
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
大
分
県
知
事
表
彰

社
会
福
祉
施
設
等
職
員　

浅
倉
文

親
、
佐
々
木
雅
子
、
浅
倉
ミ
チ
子

○
大
分
県
知
事
賞

明
る
い
高
年
賞　

後
藤
利
己
、
野
仲

脩
一　

▼
高
齢
者
介
護
賞　

山
室
三

代
子
、
松
尾
弘
子　

▼
優
秀
老
人
ク

ラ
ブ
賞　

直
入
支
部
東
部
長
寿
会　

▼
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
功
労
賞　

田

部
利
武

○
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労（
社
会
福

祉
施
設
職
員
）
　

衞
藤
睦
、
戸
次
多
美

子
、
須
藤
武
、
堀
志
郎
、
羽
田
孝
子

○
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

善
意
銀
行
寄
付
者
・
団
体　

公
益
財

団
法
人 
老
人
は
げ
み
の
里
見
会

○
大
分
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

篤
志
寄
付
者
・
団
体　

ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
羽
田
野

秀
夫

○
大
分
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者　

伊
藤
洋
一
、
長

松
敏
幸
、
藤
田
信
雄　

▼
優
良
老
人

ク
ラ
ブ　

荻
支
部
第
２
老
人
ク
ラ
ブ
、

直
入
支
部
南
部
長
寿
会

８月に中国・北京で開催され

た「第１回アジア国際美酒コン

テスト」で、久住町の佐藤酒造

株式会社（佐藤克比古社長）が

出品した「久住千羽鶴」が大吟

醸部門（精米歩合50％以下）で

金賞に輝きました。

コンテストでは、24府県62

の蔵元が出品した137本の日本

酒を、一般公募の中国人1000人が試飲し、味や香りなどを

審査。「久住千羽鶴」は華やかな吟醸香と、辛口だが甘さと丸

みを帯びた味わいに特徴があり、同社の佐藤俊一郎専務は

「香りと味のバランスの良さが評価されたのでは」。

海外の日本酒ブームで、３年ほど前から中国やオーストラ

リアに輸出を始めた同社。「（受賞が）追い風になったら」と

期待を込めていました。

「
第
33
回
九
州
小
学
生
体
操
大
会
」

（
佐
賀
県
）
で
、
な
な
せ
体
操
ク
ラ
ブ

の
児
玉
龍
生
く
ん（
都
野
小
５
年
）が

県
勢
で
個
人
総
合
１
位
と
な
り
、
11

月
10
日
と
11
日
に
岩
手
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

９
月
17
日
に
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ

た
「
第
29
回
全
九
州
テ
コ
ン
ド
ー
選

手
権
大
会
」
の
小
学
４
年
生
男
子
軽

量
級
の
部
で
、
和
田
響
矢
く
ん（
豊
岡

小
）が
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

児こ

だ

ま玉
龍

り
ゅ
う
せ
い

生
く
ん

が
全
国
へ

和わ

だ田
響お

と

や矢
く
ん

が
３
位
に

↑久住千羽鶴と賞状を手にする
佐藤酒造の佐藤俊一郎専務
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14
年
前
に
、
南
生
中
学
校
と
祖
峰

中
学
校
が
統
合
し
て
『
竹
田
南
部
中

学
校
』
が
で
き
ま
し
た
。
体
育
祭
で

は
、
今
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
行
わ

れ
て
い
た
ダ
ン
ス
を
最
後
に
行
い（
卒

業
生
や
保
護
者
な
ど
も
輪
に
入
り

な
が
ら
）
伝
統
を
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
新
た
な
伝
統
づ
く
り
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

現
在
、
全
校
生
徒
は
１
２
１
人
で

す
。
生
徒
会
で
は
、
生
徒
憲
章
に
う

た
っ
て
い
る
「
美
し
い
学
校
」「
活
気

の
あ
る
学
校
」「
他
校
に
誇
れ
る
学

校
」「
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
」
の
４

つ
の
め
ざ
す
学
校
像
を
目
標
に
活

ぼくたち・私たちの

学び舎

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
挨
拶
運
動
で
す
。

毎
朝
、
生
徒
会
役
員
や
学
級
の
代
表

が
順
番
に
校
門
の
下
な
ど
に
立
ち
、

生
徒
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々
に
も

挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
一

回
木
曜
日
に
は
、
国
道
に
出
て
挨
拶

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

修
学
旅
行
で
は
竹
田
を
紹
介
す

る
た
め
に
、
か
ぼ
す
と
自
作
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
出
会
っ
た
人
に
渡
し
て
、

ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
出
会
っ
た
人
か
ら
も
感
激

の
手
紙
を
受
け
取
り
、
生
徒
も
や
っ

て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
活
動
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
更
新
し
、
挨
拶
運

動
の
様
子
や
修
学
旅
行
な
ど
の
各
種

行
事
の
様
子
、
日
々
の
授
業
風
景
や

休
み
時
間
の
様
子
な
ど
多
く
の
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

通
し
て
本
校
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
本
校
の
テ
ー
マ
は
「
風

は
南
か
ら
」
で
す
。
今
後
も
多
く
の

こ
と
を
竹
田
南
部
中
学
校
よ
り
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（

教
頭　

佐
竹
正
敏
）

生
徒
憲
章
の
思
い
を
大
切
に〝
風
は
南
か
ら
〟

今
月
の
学
び
舎
　

竹
田
市
立
竹
田
南
部
中
学
校  

旧直入郡下竹田村のリーダーとして活躍し、村民から敬愛された小
おじろ

代 一
はじめ

氏

ま
る
ご
と
博
物
館

156

小
代
一
氏
は
明
治
30（
１
８
９
７
）

年
８
月
１
日
、
直
入
郡
下
竹
田
村

字
水
口
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
明

治
45
年
に
下
竹
田
村
尋
常
小
学

校
高
等
科
を
卒
業
し
た
。
当
時
の

義
務
教
育
は
小
学
校
６
年
生
ま
で

で
、
高
等
科
ま
で
進
学
す
る
の
は

裕
福
な
家
庭
の
子
だ
け
だ
っ
た
。

成
人
し
て
大
正
６（
１
９
１
７
）

年
、
大
分
歩
兵
第
72
連
隊
に
入
隊

し
、
そ
の
翌
年
シ
ベ
リ
ア
事
変
に

従
軍
、
大
正
８
年
11
月
に
満
期
除

隊
し
た
。
除
隊
後
、
大
正
13
年
１

月
に
大
分
県
穀
物
検
査
員
を
拝

命
し
た
。
こ
の
検
査
員
を
７
年
間

勤
め
、
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
１

月
に
下
竹
田
村
収
入
役
に
就
任
、

同
助
役
を
経
て
、
昭
和
19
年
に
村

長
に
就
任
し
た
。

そ
の
翌
年
の
昭
和
20
年
８
月

15
日
に
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
を

迎
え
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
乗

り
込
ん
で
来
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

司
令
官
の
命
令
で
、
公
職
追
放
と

な
り
、
７
年
間
は
公
職
に
就
け
な

か
っ
た
。
公
職
追
放
令
が
解
け
た

と
き
、
日
本
で
初
め
て
で
き
た
公

選
制
の
教
育
委
員
に
立
候
補
し

当
選
し
た
。
そ
の
後
、
竹
田
市
や

大
野
郡
、
直
入
郡
の
教
育
委
員
連

合
会
の
会
長
を
し
た
。

こ
こ
で
少
し
話
は
外
れ
る
が
、

教
育
委
員
の
皆
さ
ん
が
町
内
の

小
中
学
校
を
視
察
し
た
夜
、
町
内

の
小
中
学
校
の
教
師
と
教
育
委
員

の
皆
さ
ん
と
反
省
直
会
が
あ
っ
た
。

宴
も
に
ぎ
や
か
に
酒
が
廻
っ
た
と

き
、
あ
る
若
い
先
生
が
小
代
一
氏

の
見
事
に
禿
げ
た
ピ
カ
ピ
カ
の
頭

に
酒
を
掛
け
た
。
酒
は
首
か
ら
背

中
へ
と
流
れ
た
。
一
同
が
心
配
し

て
一
氏
を
見
て
い
る
と
、
一
氏
は

何
食
わ
ぬ
顔
で
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
と

大
笑
い
し
た
。
こ
の
様
に
一
氏
は

大
ら
か
で
懐
の
深
い
人
で
あ
っ
た
。

小
代
一
氏
は
常
に
村
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
人
々
か
ら

尊
敬
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
氏
の
長
男

の
敏
夫
氏
は
村
の
消
防
団
長
や
町

議
会
議
員
、
教
育
委
員
な
ど
を
歴

任
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
氏
を
は
じ
め

そ
の
家
族
は
人
々
か
ら
信
頼
さ
れ

尊
敬
さ
れ
た
。

晩
年
の
一
氏
は
悠
々
自
適
の

日
々
を
過
ご
し
た
。
老
人
会
の
会

合
に
は
必
ず
出
席
し
、
酒
を
一
緒

に
飲
ん
だ
り
し
た
。

小
代
一
氏
は
温
厚
篤
実
な
人
柄

で
村
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、

人
々
か
ら
親
し
ま
れ
感
謝
さ
れ
た
。

（
清
水　

誠
一
）

※
出
典
「
下
竹
田
村
今
昔
」

↑体育祭でのダンス

↑修学旅行先で渡しているパンフレット

↑国道での挨拶運動

小代　一 氏
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第70回を迎えた画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭。今回は絵画の部に3242点、

書写・書道の部に1469点の応募があり、それぞれ28点が特賞に選ばれました。

授賞式は11月３日㈯の午前10時30分から、竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉

で行われます。また、特賞作品については、11月４日まで同会場で展示されます。

ここでは、文部科学大臣賞と市内の特賞受賞者の作品を紹介します。（敬称略）

延べ 4711 点の応募　 紙上作品展

第70回 画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭

文
部
科
学
大
臣
賞　

木
附　

絢
音 

（
大
分
高
等
学
校
３
年
）

文
部
科
学
大
臣
賞　

藤
原　

三
月 

（
鶴
崎
工
業
高
等
学
校
１
年
）

大分県教育委員会教育長賞

姫野　桜子 （直入小学校６年）

竹田市長賞

新地　結愛 （竹田小学校１年）

毎日新聞社賞

古賀　三翔 （竹田南部中学校２年）

竹田市美術協会長賞

田北　隆治 （宮城台小学校６年）

（一財）田能村竹田顕彰会理事長賞

池内　彩希 （竹田小学校１年）

毎日新聞社賞

志水　花帆（宮城台小学校５年）

毎日新聞社賞

田部　和真
（竹田小学校１年）

毎日新聞社賞

渡邉　教
（宮城台小学校３年）

毎日小学生新聞賞

渡邉　結花
（久住小学校３年）

竹田教育振興協議会長賞

中村　心菜
（竹田小学校４年）

絵画の部書
写
・
書
道
の
部

竹
田
市
長
賞　

堀　

恵
麗
奈 

（
南
部
小
学
校
４
年
）

毎
日
新
聞
社
賞　

荒
巻　

香
帆 

（
竹
田
高
等
学
校
３
年
）

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

佐
藤　

千
春 

（
竹
田
高
等
学
校
２
年
）

↓
木
附
さ
ん
の
作
品
一
部
拡
大
し
た
も
の
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１
・第21回直入愛育まつり 8:30-13:00
　（直入総合運動公園中央グラウン
　ド・直入公民館）
・第70回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭
　9:00-15:00（竹田市総合文化ホール
　〈グランツたけた〉）
・平成30年度「おおいた教育の日」推
　進大会 12:30-16:50（竹田市総合文
　化ホール〈グランツたけた〉）
・第11回竹田市農業委員会総会
　13:30～（市役所本庁3階第5会議室）

２
・田能村竹田184祭大茶会
　9:00-16:00（旧竹田荘）※お茶券1000円
・第42回収穫祭・久住キンダーフェス
　ト2018（～４日） 10:00-16:00（久住高
　原パルクラブ）※竹田みんなでアート
　を同時開催
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直
　入B&G海洋センター体育館）
　 ☎75-3688（竹田市保険健康課温泉
　利用相談室）※当面の間、体育館入口
　を工事していますのでご注意ください

３ 文化の日
・第66回男子第31回女子大分県中学校駅伝競走大
　会 10:00女子スタート 11:20男子スタート（日本一
　のマラソン練習コース・久住町南登山口）
・第13回トマト天国inおぎ・第39回荻ふるさと祭り
　9:00-15:00（荻福祉健康エリア）
・荻地域秋季火災予防運動防火パレード 9:00～
　（荻福祉健康エリアグラウンド）
・田能村竹田184祭大茶会 9:00-16:00（旧竹田荘）
　※お茶券1000円
・第70回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭表
　彰式 10:30～（竹田市総合文化ホール〈グランツた
　けた〉）
・スポーツビューティースクール〈女性限定〉ヨガ
　体験会 19:00～（竹田市直入B&G海洋センター体
　育館） ☎63-4817（竹田市生涯学習課）
　※参加料500円

こ

８
・竹田温泉「花水月」休館日
・第33回竹田市美術展（～14日ま
　で）（竹田市総合文化ホール〈グ
　ランツたけた〉）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市総合社会福祉センター）☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・おはなしルーム 14:00-14:30（竹
　田幼稚園）

９
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入 B&G 海洋センター体育
　館）☎75-3688（竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）

10
・第42回直入地域ふるさと振興祭 9:30～（直入支所前イ
　ベント広場及び周辺）
・第36回農大祭 9:30-15:00（大分県立農業大学校グラウ
　ンド） ☎0974-22-7582（農業大学校）
・第3回竹田市植樹祭・第18回豊かな国の森づくり大会
　10:00-12:00（開会式会場は直入支所前広場／植樹会場は
　直入町大字長湯字下野）
・竹田みんなでアート（竹田市内店舗等） ～11/25㈰
・「耕す里」の竹田文化祭〈市民発表会〉 10:40～（竹田市
　総合文化ホール〈グランツたけた〉）
・第51回荻地域女子ミニバレーボール大会 13:00～（荻公
　民館、荻小学校）
・大分県立三重総合高等学校久住校創立70周年記念式典 
　13:20～（大分県立三重総合高等学校久住校体育館）
・スポーツビューティースクール〈女性限定〉ズンバ体験会
　19:00～（竹田市直入B&G海洋センター体育館） ☎63-4817
　（竹田市生涯学習課）※参加料500円

15
・竹田温泉「花水月」休館日
・３歳児健診 13:00～受付（竹田市
　総合社会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻
　支所） ☎63-3346（竹田市心の相
　談支援事業所）※要予約（相談日
　の前日午前中まで）

16
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター体育館） 
　☎75-3688（竹田市保険健康課温
　泉利用相談室）
・第19回たけた竹灯籠『竹楽』
　15:30～オープニングセレモニー
　（十六羅漢）

17
・榎木孝明さんトークショー 11:00-12:00
　（久住支所３階「久住高原美術館」）※入場
　無料
・第2回就職セミナー＆合同企業就職相談
　会 13:00～（竹田市総合社会福祉センター）
　※受付は12:30～
・第19回たけた竹灯籠『竹楽』 16:00-21:30
　（竹田城下町一円）
・スポーツビューティースクール〈女性限定〉ピ
　ラティス体験会 19:00～（竹田市直入B&G海
　洋センター体育館） ☎63-4817（竹田市生涯
　学習課）※参加料500円

22
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分県
　豊肥振興局） ☎63-1171（豊肥振興局）※要予約
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市総合社会福
　祉センター） ☎75-3688（竹田市保険健康課温
　泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セン
　ター） ☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）
　※要予約（相談日の前日午前中まで）
・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保健所） 
　☎0974-22-0162（豊肥保健所）※要予約
・おはなしルーム 14:00-14:30（南部幼稚園）
・子育て講演会 19:00～21:00（竹田市総合社会
　福祉センター）

23 勤労感謝の日

・地質観察会「岡城周辺」 9:00までに
　市役所駐車場集合 ☎62-4100（竹
　田創生館）※参加費1000円
・第９回廣瀬武夫杯争奪少年柔道大会
　9:30～（大分県立竹田高等学校
　体育館）
・荻地域文化交流祭「檀ふみさんト
　ークショー」 12:30-16:00（荻福祉健
　康エリア多目的ホール）

24
・アート・クラフトフェア in TAKETA 
　10:00-17:00（竹田市総合文化ホー
　ル〈グランツたけた〉）※入場無料
・瀧廉太郎に捧ぐ「荒城の月」フェ
　スタ 13:00-17:00（竹田市総合文
　化ホール〈グランツたけた〉）

29
・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田地域腹部超音波検査 8:00-
　10:00受付（竹田市総合社会福祉
　センター）☎63-1111（内線175・
　176）（竹田市保険健康課）※事
　前予約必要（検査料3240円）

30
【納期限】固定資産税（４期）、国民

健康保険税（８期）、介護保険料・後
期高齢者医療保険料（５期）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入 B&G 海洋センター体育
　館）☎75-3688（竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）

よりそいカフェに
参加しませんか

【竹田】

・２日・16日㈮
　13：30-15：30 古町商栄会

【荻】

・３日㈯・★27日㈫
　13：00-15：00 荻「しらみず」

【久住】

・13日㈫・22日㈭ 
　13：00-15：00 久住「りんどう」

【直入】

・９日・16日㈮
　13：00-15：00 直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・★1日・22日㈭
　13：00-15：00 出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・７日㈬ 13：00-15：00
　入田分館
・13日㈫ 13：00-15：00
　嫗岳分館
・21日㈬ 13：00-15：00
　宮砥分館

【都野】

・７日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
・17日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり

★は大分県認知症疾患医療セ
ンターによる認知症予防講座
を開催します。

よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民
らが気軽に交流できる場所
です。

 行政なんでも相談所

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

11月21日㈬
午前10時

～正午

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　　茂  ☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸  ☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一  ☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明  ☎75-2426

会場 場　所 期　日 時　間
竹田 竹田市総合社会福祉センター 12月５日㈬

午前10時
～午後３時

荻 荻支所 12月６日㈭
久住 久住公民館 12月５日㈬
直入 直入公民館 12月６日㈭

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間 

「人権特設なんでも相談所」を開設します

夫やパートナーからの暴力、職場でのセクシャルハラスメント、つき
まとい（ストーカー）、その他の人権問題について、ぜひ話を聞かせてく
ださい。解決方法を一緒に考えます。秘密は守ります。
日時　11月12日㈪～18日㈰
※平日は午前８時30分～午後７時、土・日は午前10時～午後５時
相談ダイヤル　0570-070-810（全国共通／大分地方法務局）
担当者　人権擁護委員・法務局職員
問大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368
※大分地方法務局では、平日の午前８時30分から午後５時15分まで専
用電話（0570-070-810）や面談でも常時相談に応じていますので、お気
軽にご相談ください。

※人権擁護委員が会場で相談を受け付けます。
問竹田人権擁護委員協議会・大分地方法務局竹田支局　☎62-2315

心配ごと、困っていることがあれば、一人で悩まず、思い切って相談し
てみませんか。秘密は固く守られます。相談は無料です。
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木 THU 金 FRI 土 SAT 2018年（平成30年）

　 こ よ み

平成31年度おおいた林業アカデミー研修生募集！　1次募集は12月21日㈮まで

▪申　・問公益財団法人 森林ネットおおいた　☎ 097-546-3009



４
・第37回竹田市紅葉まつり弓道大
　会 9:30～（竹田高等学校弓道場）
・第19回嫗岳地区文化祭・敬老会 
　10:00～（嫗岳分館体育館・あ祖母
　学舎）
・宮砥地区敬老者感謝会・文化祭 
　10:50～（竹田市福祉施設はくすい）

５
・荻の里温泉休館日

６
・大腸内視鏡検査 10:00～受付（竹田市総合社会福祉セ
　ンター） ☎63-1111（内線175・176）（竹田市保険健康課）
　※事前予約必要（検査料4100円）
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書館おはな
　しひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入B&G海洋センタ
　ー体育館） ☎75-3688（竹田市保険健康課温泉利用相
　談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所） ☎63-3346
　（竹田市心の相談支援事業所）※要予約（相談日の前
　日午前中まで）
・第10回川端康成記念講演会 13:50～（竹田市総合文
　化ホール〈グランツたけた〉）
・平成30年度竹田市功労者表彰式 16:30～（竹田市総
　合文化ホール〈グランツたけた〉）
・「元気です！たけた」芹洋子ふれあいコンサート
　18:00～開場 18:30～開演（竹田市総合文化ホール〈グ
　ランツたけた〉） ☎76-1111（久住支所地域振興課）ま
　たは ☎63-4807（竹田市商工観光課）※入場料1000円

７
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・大腸内視鏡検査 10:00～受付（竹
　田市総合社会福祉センター） ☎
　63-1111（内線175・176）（竹田市
　保険健康課）※事前予約必要（検
　査料4100円）

11
・竹田地域秋季火災防御訓練 7:00～（穴森神社）
・第46回荻地域男子バレーボール大会 9:00～
　（緑ヶ丘中学校、荻小学校）
・第14回竹田市福祉大会 9:00～（竹田市総合
　社会福祉センター）
・竹田アート茶会「竹田里山トレッキング茶会」 
　☎050-3631-8538（竹田アートカルチャー実
　行委員会事務局）※会場は神原地域。参加料
　は500円。要予約
・「耕す里」の竹田文化祭〈第46回神楽研修舞
　他〉 9:30-16:30（竹田市総合文化ホール〈グラ
　ンツたけた〉）
・直入地域火災防御訓練 10:15～（美晴が丘）

12
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せり
　開始（豊後豊肥家畜市場）
・なかよし幼稚園パートⅡ
　9:00-13:00（ 南部小学校・南部幼
　稚園）

13
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター体育館）
　☎75-3688（竹田市保険健康課温
　泉利用相談室）

14
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・乳児（9～10か月児）健診 13:00～
　受付（竹田市総合社会福祉セン
　ター）

18
・久住地域秋季火災防御訓練 8:00～
　（久住高原南山荘）
・「くじゅうの山」絵画コンクール作品
　展覧会（～25日） 10:00-15:00（久住支
　所3階「久住高原美術館」）
・奏リコーダーアンサンブル第14回定期
　演奏会 13:30～開場 14:00～開演
　（久住公民館くじゅうサンホール）
　☎090-7290-4935（吉野）※入場料は一
　般1000円、中学生以下500円）
・第19回たけた竹灯籠『竹楽』
　16:00-21:00（竹田城下町一円）

19
・荻の里温泉休館日
・竹田地域腹部超音波検査
　8:00-10:00受付（竹田市総合社会
　福祉センター） ☎63-1111（内線
　175・176）（竹田市保険健康課）※
　事前予約必要（検査料3240円）

20
・竹田地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付
　（竹田市総合社会福祉センター） ☎63-1111
　（内線175・176）（竹田市保険健康課）※事前
　予約必要（検査料3240円）
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり開始（豊後
　豊肥家畜市場）
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書
　館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入B&G
　海洋センター体育館） ☎75-3688（竹田市保
　険健康課温泉利用相談室）
・平成30年度竹田市男女共同参画推進大会
　18:00～（竹田市総合社会福祉センター）

21
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・農業近代化遺産展（～12/24）
　9:30-16:30（竹田創生館）※入場無料
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00
　（竹田市高齢者いきいき交流センター） 
　☎097-552-1211（日本年金機構大分年
　金事務所）
・大分県行政書士会無料相談会
　13:00-16:00（大分県行政書士会〔大分市〕） 
　☎097-537-7089（大分県行政書士会事
　務局）

25
・平成30年度大分県・豊肥地区総
　合防災訓練 9:00～（市内全域、一
　部除く）
・アート・クラフトフェア in TAKETA 
　10:00-17:00（竹田市総合文化ホー
　ル〈グランツたけた〉）※入場無料
・スガダイロー ピアノソロコンサート
　「季節はただ流れて行く」 14:30～
　開場 15:00～開演（竹田市総合文
　化ホール〈グランツたけた〉）

26 27
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市
　立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室13:30-15:00（竹田市直入
　B&G海洋センター体育館） ☎75-3688（竹
　田市保険健康課温泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市
　総合社会福祉センター） ☎63-3346（竹
　田市心の相談支援事業所）※要予約（相
　談日の前日午前中まで）

28
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第58回日本南画院展大作展
　（～12/３）（竹田市総合文化ホー
　ル〈グランツたけた〉）※揮毫会
　は12/２㈰

　
　
　

月
間
・
そ
の
他

○教育・文化週間（11/１～７）

○秋季全国火災予防運動

　（11/９～15）

○税を考える週間（11/11～17）

○生活衛生同業組合活動推進月間

○エコドライブ推進月間

○児童虐待防止推進月間

○世界エイズデー（12/１）

12月上旬の主な予定　※10月25日現在

  １日㈯ ・第30回豊肥地区解放文化祭 9:00～（久住公民館くじゅうサンホール)
 ・司法書士会無料法律相談会 9:00-12:00（竹田分館） ☎63-1408（後藤聡司法書士事務所）
 ・第14回歳末助け合いチャリティーショー
 　［午前の部］10:00-12:00 ［午後の部］14:00-16:00（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）
 ・スポーツビューティースクール〈女性限定〉ヨガ体験会 19:00～（竹田市直入 B&G 海洋センター体育館） 
 　☎63-4817（竹田市生涯学習課）※参加料500円
  ２日㈰ ・第72回竹田市駅伝競走大会 9:15～開会式 10:00スタート（竹田市総合運動公園 )
  ４日㈫ ・直入地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付（直入公民館） ☎75-2211（直入支所地域振興課）
 　※事前予約必要（検査料3240円 )
  ８日㈯ ・第45回竹田市少年少女駅伝ロードレース大会 9:30～開会式 9:50スタート（竹田市総合運動公園 )

竹田温泉花水月オープン記念感謝イベント

平成30年度推進月間標語 『未来へと 命を繋ぐ 189（いちはやく）』

11月は児童虐待防止推進月間です。
竹田温泉花水月は、平成13年11月１日にオープンし、開館18年目を迎

えました。この度、オープン記念としてイベントを実施します。

実施期間　11月１日㈭～４日㈰　※11月１日は特別営業します。

営業時間　午前11時～午後10時

イベント内容　①入浴料金／市外大人500円、市内大人350円が一律

200円、小学生200円が100円、６歳未満は無料　②入浴回数券／11枚

綴り（3500円）がプラス１枚の12枚、23枚綴り（7000円）がプラス３枚

の26枚、35枚綴り（１万500円）がプラス５枚の40枚　③スタンプサー

ビス／スタンプ２倍デー　　　　　　   問竹田温泉花水月　☎64-1
イイフロ

126

児童虐待は、社会全体で解決すべき問題です。
・虐待を受けたと思われる子どもがいたら。
・ご自身が出産や子育てに悩んだら。
・子育てに悩む親がいたら。

児童相談所や竹田市社会福祉課へご連絡ください。連絡いただいた
方の個人情報、秘密事項は厳守します。
問児童相談所全国共通ダイヤル ☎189／大分県中央児童相談所 ☎097-
544-2016／竹田市社会福祉課 ☎63-4811　

オレンジリボンには子ども虐
待を防止するというメッセー
ジが込められています。
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竹 田 市 の　 こ よ みたけたんカレンダー

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日

の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



10月１日から始まった「赤い羽根共同募

金」。市内では荻保育園や久住保育所の園

児22人と、共同募金助成金を受けている

団体から31人が参加し、商業施設４か所

で街頭募金活動を行いました。

期日　12月１日㈯

午前の部　10時～12時（開場は９時から）

午後の部　２時～４時（開場は１時から）

会場　竹田市総合文化ホール〈グランツた

けた〉

※チャリティーショーの益金は、歳末助け

合い募金と合わせて、年末に地域福祉活

動を行う団体等や支援を必要とする方に

配分します。協力券（１枚500円）の追加購

入を希望される方は、竹田市社会福祉協

議会または竹田市社会福祉課でお買い求

めください。

※入場の際は必ず協力券をお持ちくださ

い。協力券をお持ちでない方も当日券（１

枚500円）を用意しています。

※駐車場については、竹田市総合文化ホー

ル〈グランツたけた〉周辺、または竹田市総

合運動公園駐車場をご利用ください。

問竹田市社会福祉協議会　☎63-1544

　竹田市社会福祉課　☎63-4811

 

講
演
会

平
成
30
年
度  

子
育
て
講
演
会

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢ゆ

め
つ
と苞

の
共
催
に

よ
る
子
育
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
に
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て

活
躍
中
の
平
岡
禎
之
さ
ん
と
、
妻
で

小
学
校
教
師
の
平
岡
成
子
さ
ん
を
お

招
き
し
、「
火
星
人
と
言
葉
の
力
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
個
性
を
大
切
に

し
た
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
子
育

て
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈭　

午
後
６
時
30

分
～
受
付
／
講
演　

午
後
７
時
～
９

時

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

問
竹
田
こ
ね
こ
ク
ラ
ブ

　

☎
63-

１
１
８
６

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
ま
い
る

　

☎
63-

４
８
２
３

※
託
児
に
つ
い
て
は
竹
田
市
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
い
か
だ
」

（
☎
０
９
０-

２
０
８
４-

７
９
１
２
）

ま
で
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
分
県
在
宅
医
療
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

県
で
は
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
在
宅
医
療
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
10
分

場
所　

Ｊ:

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分

テ
ー
マ　

「
進
化
す
る
在
宅
医
療
・
介

護
」
～
見
て
・
聴
い
て
・
体
験
し
て
～

内
容　

在
宅
医
療
・
介
護
に
関
す
る

相
談
、
展
示
ブ
ー
ス
、
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

申
込
締
切　

12
月
３
日
㈪

▪申
　

・
問
在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局（
や
ま
お
か
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

☎
０
９
７-

５
４
５-
８
０
０
８

 

相
談
会
・
説
明
会

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
巡
回
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
㈪　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場　

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会

対
象　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
、

児
童
、
生
徒
、
成
人
及
び
そ
の
保
護

者
や
関
係
者（
保
育
士
・
教
員
等
）

相
談
内
容　

家
庭
で
の
接
し
方
や
、

保
育
・
教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

申
込
方
法　

希
望
者
は
竹
田
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、「
相
談
票
」
を
教
育
委
員

会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
高
校
生

以
上
の
方
は
盲
学
校
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
15
日
㈭

問
大
分
県
立
盲
学
校
（
大
分
市
金
池

町
３-

１-

75
）

☎
０
９
７-

５
３
２-

２
６
３
８

平
成
30
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
等
説
明
会

平
成
30
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調

整
等
説
明
会
と
、
併
せ
て
消
費
税
軽

減
税
率
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

たけたん

インフォ
11がつ

温かい善意の募金

赤い羽根共同募金運動スタート

第 14 回歳末助け合いチャリティーショー

今年は〈グランツたけた〉で開催

↑多くの方から善意の募金が寄せられました

日　時 場　所 対象者

11月19日㈪
午後２時～
４時30分

竹田
市役所

３階
会議室

荻地域・久住地域・
直入地域の

源泉徴収義務者

11月20日㈫
午前９時30分

～12時 竹田市（上記以外）の
源泉徴収義務者11月20日㈫

午後２時～
４時30分
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この展覧会は、美術を愛好する者の自由

な創作・発表の場で、今年は「国民文化祭お

おいた2018」の応援事業として、竹田市総

合文化ホール〈グランツたけた〉での展示・

開催となりました。皆さま方の多くの出品

をお待ちしています。

会期　11月８日㈭～14日㈬の午前10時～

午後４時（最終日は午後３時まで）※12日㈪

は休館

会場　竹田市総合文化ホール 多目的ホール

「キナーレ」

応募資格　高校生以上で竹田市在住者また

は出身者、市内勤務者

作品の種類・規格
・種類は絵画・版画・工芸・彫刻

・作品の大きさは100号までで、平面作品

は額装すること

・審査は無審査

出品点数　一人２点まで（２点目は平面作品

20号まで）、但し工芸等小作品は３点まで

出品料　一般は1000円、学生は無料（会員

は年間会費）※申込書を切り離し、出品料を

添えてお申し込みください。

搬入日時　11月７日㈬　午後１時～２時30分

※搬入指定日時以外は受け付けません。

展示・飾り付け　11月７日㈬　午後２時～

搬出日　11月14日㈬　午後３時～４時

問竹田市美術協会事務局

☎090-8390-4947（小坂）

竹田市自治会連合会では、今年７月に発

生した豪雨災害に対する支援として、義援

金募金の取り組みを行ってきました。

各自治会や市民の皆さんのご協力により、

９月末までに676,931円もの義援金が寄せ

られました。心から感謝申し上げます。

寄せられた義援金は今後、大分県自治会

連合会を通じて被災された各地にお届けし

ます。

一刻も早い復旧と、被災された方々の生

活再建を心からお祈りいたします。

竹田市自治会連合会会長

第33回竹田市美術展に
展示する作品を募集します

多くの義援金をお寄せいただき
ありがとうございました

※
日
程
の
う
ち
、
前
半
の
１
時
間
30

分
程
度
は
年
末
調
整
説
明
会
、
後
半

の
１
時
間
程
度
は
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
は
、
飲
食

料
品
の
取
り
扱
い
が
な
い
事
業
者
の

方
や
、
免
税
事
業
者
の
方
も
対
応
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
説
明
会

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
説
明

会
の
み
の
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、

会
場
の
座
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
竹
田
税
務
署
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
税
務
署
源
泉
担
当　

☎
63-

３
１
４
１（
内
線
15
）

※
税
務
署
に
お
か
け
い
た
だ
い
た
電

話
は
、
自
動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案

内
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
音
声
に

沿
っ
て
「
２
」
を
ご
選
択
く
だ
さ
い
。

 

年　

金

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大

切
に
保
管
を
～

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が

対
象
で
す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
の
１
月
１
日
か

ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」
が
今
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
書
）を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
今
年
の
10
月
２
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
初
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
予
定
で

す
。
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
、
年
金
見
込
額
も
わ

か
り
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に

つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

 

奨
学
金

平
成
31
年
度

大
学
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
で
す
。

い
い　
　

み
ら
い
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文
系
学
部
、
理
工
系
学
部
問
わ
ず（
但

し
、
医
学
部
や
薬
学
部
国
家
試
験
課

程
除
く
）、
申
込
者
の
中
か
ら
里
見
奨

学
金（
給
付
）に
推
薦
し
ま
す
。

出
願
資
格　

保
護
者
等
が
県
内
に
住

所
を
有
し
、
学
校
教
育
法
第
１
条
に

規
定
す
る
大
学
（
通
信
に
よ
り
教
育

を
行
う
課
程
、
別
科
、
専
攻
科
、
大
学

院
を
除
く
）及
び
短
期
大
学
に
在
学
、

ま
た
は
進
学
を
希
望
す
る
者
で
当
会

の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者

出
願
期
間　

12
月
28
日
㈮
ま
で（
消

印
有
効
）

貸
与
期
間　

来
年
４
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

 

講
習
・
セ
ミ
ナ
ー

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

講
習
日　

12
月
20
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市

下
郡
４
９
６-

38
）

受
付
期
間　

11
月
19
日
㈪
～
26
日
㈪

受
講
料　

６
５
０
０
円

定
員　

80
人

申
込
書
の
入
手
方
法

・
各
消
防
本
部（
局
）

・
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
窓
口

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大
分

県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▪申
　

・
問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会
（
〒
８
７
０-
０
０
２
３ 

大

分
市
長
浜
町
２
丁
目
12-
10 
昭
栄

ビ
ル
４
階
）　

☎
０
９
７-

５
３
７-

３
１
２
５

ボ
イ
ラ
ー
等
資
格
講
習

①
普
通
第
一
種
圧
力
容
器
取
扱
作
業

主
任
者
技
能
講
習

講
習
日　

11
月
７
日
㈬
・
８
日
㈭

受
講
料　

１
万
３
千
円
と
テ
キ
ス
ト

代
２
１
６
０
円

②
小
型
ボ
イ
ラ
ー
特
別
教
育
講
習

講
習
日　

11
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮

受
講
料　

一

般
は
１
万
１
千
円
、
会

員
は
１
万
円
。
テ
キ
ス
ト
代
９
０
０
円

※
講
習
場
所
は
①
・
②
と
も
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
大
字
皆

春
１
４
８
３
番
地
の
１
）

※
申
込
締
切
は
講
習
日
の
１
週
間
前

問
一
般
社
団
法
人
日
本
ボ
イ
ラ
協
会

大
分
支
部

☎
０
９
７-

５
３
２-

５
７
４
９

FAX
０
９
７-

５
７
４-

５
８
４
９

大
分
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催 

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

11
月
13
日
㈫　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　

豊
後
大
野
市
商
工
会
会
議
室

内
容　

「
事
業
承
継
の
現
状
と
課
題
」

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構　

西
元
知

基
さ
ん
／
「
事
業
承
継
で
考
え
て
お

く
こ
と
」　

弁
護
士
・
中
小
企
業
診
断

士　

碓
井
啓
己
さ
ん

定
員　

50
人

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

11
月
９
日
㈮

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
締
切
後

も
受
け
付
け
ま
す
。

▪申
　

・
問
大
分
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
９
７-

５
３
５-
７
２
３
０

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

 

募　

集

平
成
30
年
度  

自
衛
官
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

対
象
者　

中
学
校
を
卒
業
し
た（
見

込
含
む
）17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

推
薦
は
11
月
30
日
㈮
ま

で
／
一
般
は
平
成
31
年
１
月
７
日

㈪
ま
で

試
験
日　

平
成
31
年
１
月
19
日
㈯

試
験
会
場　

大
分
商
工
会
議
所

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

※
10
月
１
日
よ
り
採
用
年
齢
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
者　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
間　

随
時

試
験
日　

12
月
中
旬

試
験
会
場　

別
府
駐
屯
地（
予
定
）

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田

地
域
事
務
所　

☎
63-

３
３
２
０

 

検
定
試
験

平
成
30
年
度 

土
壌
医
検
定
試
験

野
菜
を
中
心
に
生
理
障
害
や
土
壌

病
害
等
の
対
策
、
生
産
コ
ス
ト
低
減

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
土
壌
診
断

に
基
づ
く
土
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
課

一般奨学金 伊藤隼・マサ代・孝子奨学金

募集人員 100人 ５人（１年生）

学校区分 自宅 自宅外 自宅 自宅外

国公立大学

（　）内は短大

39,000円
（39,000円）

43,000円
（43,000円）

50,000円 56,000円

私立大学

（　）内は短大

46,000円
（45,000円）

54,000円
（51,000円）

59,000円 69,000円

問（公財）大分県奨学会　☎097-506-5620
http://www.d-b.ne.jp/syogaku/

〈募集人員及び貸与月額〉

広報たけた平成 30 年 11 月号 16



題
に
対
応
で
き
る
土
づ
く
り
の
専
門

家
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
土
づ

く
り
の
相
談
相
手
と
な
れ
る
人
材
を

数
多
く
確
保
す
る
た
め
、
日
本
土
壌

協
会
で
は
土
づ
く
り
の
知
識
を
持
つ

人
た
ち
の
底
辺
を
広
げ
、
段
階
的
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
よ
う
検
定
試

験（
１
～
３
級
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

合
格
後
は
日
本
土
壌
協
会
へ
登
録

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
「
土
壌

医
」
等
の
資
格
の
名
称
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

試
験
日　

平
成
31
年
２
月
17
日
㈰

会
場　

大
分
県
農
業
大
学
校

申
込
締
切　

12
月
14
日
㈮

申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た

は
受
験
願
書
の
郵
送

▪申
　

・
問
土
壌
医
検
定
事
務
局

☎
０
３-

３
２
１
９-

１
６
４
６

 

消
費
者
行
政

新
聞
の
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル

に
ご
注
意

「
新
聞
の
勧
誘
員
か
ら
強
引
に
購

読
を
勧
め
ら
れ
た
」、「
販
売
目
的
を

告
げ
ず
に
勧
誘
さ
れ
た
」
な
ど
新
聞

の
訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ド
ア
を
開
け
る
前
に
業
者
名
と
用

件
を
聞
き
、
必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ

ぱ
り
と
断
る
。

・
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
す
る
前
に
書

面
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
契
約
書

は
必
ず
保
管
す
る
。

・
解
約
の
際
、
景
品
の
返
還
を
め
ぐ
っ

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
景
品
に
つ
ら
れ
て
安
易
に
契
約

し
な
い
。

訪
問
販
売
で
の
契
約
は
、
契
約
し

て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
に
よ
り
無
条
件
で
解
約
で

き
ま
す
。
迷
う
よ
う
で
あ
れ
ば
一
旦

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
し
て
、
考
え
直
す

こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月

～
金　

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費

生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア

イ
ネ
ス
）　

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

ゴ
ミ
の
分
別

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

家
庭
ご
み
の
半
数
を
占
め
る
容
器

包
装
は
、
排
出
抑
制
や
再
商
品
化
促

進
の
た
め
、
分
別
排
出
す
る
こ
と
が

法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
は
中
身
が

入
っ
て
い
た
り
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ

ル
が
つ
い
て
い
る
と
、
再
資
源
化
の

た
め
に
市
が
処
理
費
用
を
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
特
に
中
国
の
廃
棄
物

輸
入
禁
止
の
影
響
を
受
け
、
処
理
費

は
さ
ら
に
上
が
る
見
込
み
で
す
。

市
の
財
政
負
担
軽
減
や
、
限
り
あ

る
資
源
の
再
利
用
、
地
球
温
暖
化
抑

制
の
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
必
ず

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
外
し
、
軽
く

す
す
い
で
か
ら
緑
色
の
ご
み
袋
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。
リ
ン
グ
は
外
す
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
し
た
キ
ャ
ッ

プ
と
ラ
ベ
ル
は
青
色
の
廃
プ
ラ
ご
み

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
汚

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
再
利
用
で
き

な
い
た
め
、
可
燃
ご
み
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
事
業
系

一
般
廃
棄
物
を
排
出
す
る
際
の
ご

み
の
分
別
方
法
は
家
庭
ご
み
と
同
じ

で
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ま
も
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
今
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ
サ
イ
ク

ル
し
や
す
い
よ
う
に
、
ミ
シ
ン
目
や

は
が
し
口
が
あ
り
ま
す
。

問
竹
田
市
市
民
課
環
境
衛
生
係

☎
63-

４
８
２
１

忘れずに納めましょう。納税には、便利

な口座振替の制度があります。詳しくは、

県税事務所にお問い合わせください。

来年４月１日から、豊後大野県税事務所

が、大分県税事務所豊後大野納税事務所

に変わります。

大分県税事務所豊後大野納税事務所で

は、これまでと同様に、県税の収納、納税

証明書の交付、納税相談、免税軽油使用者

証や免税証の交付、不動産取得税及び自

動車税の減免申請の受付等を行います。

また、課税に関する業務は大分県税事務

所に移管されます。

詳しくは、豊後大野県税事務所または

大分県税務課へお問い合わせください。

問豊後大野県税事務所　☎0974-22-7501

　大分県税務課　☎097-506-2382

検察審査会は、犯罪の被害者や犯罪を

告訴・告発した人から、検察官の不起訴処

分を不服として申立てがあったときに、選

挙権を有する国民の中から「くじ」で選ば

れた11人の検察審査員が、その不起訴処

分のよしあしを審査します。相談や申立て

についての費用は一切無料で、秘密は固く

守られます。

検察審査員に選ばれたときは、国民の

代表としてご協力をお願いします。

問大分検察審査会事務局（大分地方裁判

所内）　☎097-532-7161（内線630）

大分県最低賃金は、時間額762円に改正

され、本年10月１日に発効されました。

大分県最低賃金は正社員、パート、アル

バイト等を含め、県内のすべての労働者

に適用され、労働条件の改善や生活の安

定のために大きな役割を果たしています。

使用者も労働者も必ず最低賃金を確認し

ましょう。

問大分労働局労働基準部

☎097-536-3215

「個人事業税」第２期分の納期限は

11月15日㈭です

大分県税事務所豊後大野納税事務

所に変わります

大分県豊後大野県税事務所
からのお知らせ

ご存じですか？検察審査会

大分県の最低賃金は 762 円です

17 2018 年 11 月発行
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指
定
管
理

祖
母
山
麓
体
験
交
流
施
設

「
あ
祖
母
学
舎
」
の
指
定
管
理

者
を
公
募
し
ま
す

市
で
は
地
方
自
治
法
及
び
竹
田
市

祖
母
山
麓
体
験
交
流
施
設
「
あ
祖
母

学
舎
」
条
例
に
基
づ
き
、
祖
母
山
麓

体
験
交
流
施
設
「
あ
祖
母
学
舎
」
の

管
理
・
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
を

公
募
し
ま
す
。

施
設
名
称　

祖
母
山
麓
体
験
交
流
施

設
「
あ
祖
母
学
舎
」

所
在
地　

竹
田
市
大
字
神
原
15
番
地

指
定
期
間　

２
０
１
９
年
４
月
１
日

～
２
０
２
４
年
３
月
31
日
（
５
か
年

を
予
定
）

募
集
期
間　

11
月
７
日
㈬
～
30
日
㈮

※
業
務
内
容
や
応
募
資
格
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７

 

公
売
会

不
動
産
公
売
会
を
行
い
ま
す

市
で
は
今
回
初
め
て
不
動
産
公
売

会
を
行
い
ま
す
。

公
売
と
は
、
市
税
等
の
滞
納
に
よ

り
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産

を
入
札
な
ど
の
方
法
で
売
却
す
る
手

続
き
で
す
。
公
売
財
産
の
売
却
代
金

は
滞
納
市
税
等
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

入
札
に
参
加
す
る
た
め
の
条
件
や

事
前
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
書
類
等

に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
場
所　

竹
田
市
役
所
１
階　

税

務
課
横
会
議
室

期
日　

12
月
11
日
㈫

日
程　

午
後
１
時
30
分
～
受
付
／

午
後
２
時
～
説
明
／
午
後
２
時
30

分
～
入
札
／
開
札
は
午
後
２
時
46

分公
売
財
産
の
内
容

・
公
売
財
産
の
種
類　

不
動
産
（
田

４
筆
）

・
見
積
額　

１
１
０
万
円

・
公
売
保
証
金　

11
万
円

・
対
象
地　

竹
田
市
久
住
町
大
字
久

住
字
大
久
保
４
６
４
番
（
３
６
２
１

平
方
メ
ー
ト
ル
）
／
同
字
大
久
保

４
６
９
番
（
２
２
６
４
平
方
メ
ー
ト

ル
）
／
同
字
大
久
保
４
７
０
番
１

（
２
１
２
４
平
方
メ
ー
ト
ル
）
／
同
字

大
久
保
４
７
０
番
２
（
１
５
９
平
方

メ
ー
ト
ル
）

問
竹
田
市
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
１
９
５
）

 

入
居
者
募
集

定
住
促
進
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

募
集
住
宅　

ア
ル
バ
代
官
町
（
竹
田

市
下
町
）　

１
戸
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
／
ア

ル
バ
桜
町（
荻
町
桜
町
東
）　

５
戸（
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
３
戸
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
２
戸
）

家
賃　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
６
万
円
、
１
Ｌ

Ｄ
Ｋ
が
４
万
円

※
そ
の
他
敷
金
等
あ
り

対
象
者　

子
育
て
世
帯
、
新
婚
世
帯
、

高
齢
者
世
帯
、
若
者
単
身
者
（
40
歳

以
下
）、
ま
た
は
３
年
の
借
り
上
げ
契

約
が
で
き
る
法
人
（
ア
ル
バ
代
官
町

の
み
）

申
込
資
格　

一
定
の
所
得
が
あ
る

者
等
（
ア
ル
バ
代
官
町
に
つ
い
て
は

別
途
「
選
考
基
準
」
が
あ
り
ま
す
）

申
込
方
法　

竹
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン

課
に
備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

11
月
5
日
㈪
～
15
日
㈭

※
土
・
日
を
除
く

※
ア
ル
バ
桜
町
は
随
時
募
集

問
竹
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

☎
63-

４
８
４
８

 

催　

し

第
37
回
大
分
矯
正
展

大
分
刑
務
所
で
は
、
刑
務
所
な
ど

矯
正
施
設
の
業
務
内
容
等
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
刑
務
所
作
業
製
品
等

の
展
示
即
売
を
通
じ
て
、
広
く
矯
正

行
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、「
大
分
矯
正
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯　

午
前
９
時
～

午
後
４
時（
予
定
）

場
所　

大
分
刑
務
所（
大
分
市
畑
中
）

入
場
料　

無
料（
駐
車
場
あ
り
）

内
容　

矯
正
広
報
パ
ネ
ル
の
展
示
、

ろ
く
ろ
体
験
、
革
製
品
の
制
作
体

験
、
と
ん
ぼ
玉
の
実
演
、
監
獄
カ

レ
ー
の
販
売
、
刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
・
即
売
な
ど

問
大
分
刑
務
所

☎
０
９
７-

５
４
３-

５
１
７
７

↑公売対象となっている不動産の一部

公営住宅の入居者を募集します
１．公営住宅（６戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田
玉来第 2 団地 １ 単身可
県営豊岡住宅 １ 単身可

久住
池の口住宅 １ 世帯
さくら住宅 ２ 35 歳以下の単身

直入 芹川住宅 1 世帯

２．特定公共賃貸住宅（３戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田
七里第 2 団地 A 棟 ２ 世帯
七里第 2 団地 B 棟 １ 35 歳以下の単身

■申込方法
　竹田市住宅管理センター（市役所建設課隣）また
は各支所地域振興課に備え付けの入居申込書に必
要事項を記入のうえ、提出してください。
募集期間　11月 ５日㈪～ 13 日㈫　※土・日を除く
抽選日　11月16日㈮　午前10時～（市役所）
入居指定日　12月16日㈰または平成31年１月５日㈯
　　　　（県営は平成31年１月１日㈫）
※次回の募集月は平成31年２月です。詳細は大分県
住宅供給公社のホームページをご覧ください。
問竹田市住宅管理センター　☎63-4400

広報たけた平成 30 年 11 月号 18

たけたんインフォ



①養鶏作業員 １人 17.6万円 ②一般作業員 １人 
16.5万円 ③施設での介護 １人 13.8～19.4万円 ④
解体作業員 １人 15.4～17.6万円 ⑤管理職 １人 
22万円 ⑥現場作業員 ３人 18～28万円 ⑦訪問介
護職員 １人 14.5～17.5万円 ⑧調剤事務 １人 15
万円 ⑨自動車修理士 １人 13.5～19万円 ⑩土木
工務者 １人 25～30万円 ⑪木の伐採作業員 １人 
15.4～33万円 ⑫事務員 １人 13.3～15万円

〔パート求人〕（時給）
⑬日常清掃員１人 780～800円 ⑭調理補助員 １
人 762円 ⑮食器洗浄・片付け １人 900円 ⑯養鶏
作業員 １人 800円 ⑰販売員 ３人 800円 ⑱福祉用
具専門相談員・配送員 １人 800円 ⑲縫製スタッフ 
１人 762～825円 ⑳精肉加工・販売 １人 762円 ㉑
弁当惣菜の調理及び補助 12人 800～850円 ㉒介
護職員 １人 762～800円 ㉓販売員 ２人 780円 ㉔
旅館業務全般ほか企画・営業・事務 １人 1100円
問竹田市ふるさとハローワーク

☎63-1101

 
豊
肥
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

つ
つ
が
虫
病
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う

つ
つ
が
虫
は
ダ
ニ
の
一
種
で
、
山

間
部
や
田
畑
に
生
息
し
ま
す
。
11
月

～
12
月
は
つ
つ
が
虫
病
の
発
生
が
多

い
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

発
熱
・
つ
つ
が
虫
の
刺
し
口
・
発
疹

の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
病

院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法

①
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
・
手
袋
を

着
用
し
、
肌
の
露
出
を
減
ら
す
。

②
肌
の
露
出
部
位
に
は
、
ダ
ニ
忌
避

剤
を
塗
用
す
る
。

③
脱
い
だ
上
着
や
タ
オ
ル
は
、
地
面

や
草
の
上
に
置
か
な
い
。

④
草
の
上
に
座
っ
た
り
、
寝
転
ん
だ

り
し
な
い
。

⑤
帰
宅
後
は
入
浴
し
て
体
を
洗
い
流

し
、
脱
い
だ
衣
類
は
す
ぐ
に
洗
濯

す
る
。

問
大
分
県
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健
課

☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２

竹
田
市
で
は
平
成
28
年
度
に
「
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
10
年
前
の

調
査
結
果
と
比
べ
て
、
家
庭
生
活
や

地
域
社
会
の
場
で
平
等
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
人
の
割
合
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
職
場
に
お
い
て
男
女
平
等
と

考
え
て
い
る
人
の
割
合
は
逆
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
委
員
の
い
る

委
員
会
の
割
合
も
増
え
た
と
感
じ
て

い
る
反
面
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

の
性
別
役
割
分
担
の
意
識
は
未
だ
根

深
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
『
第
２

次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
た
け
た
』

に
は
、
平
成
27
年
８
月
に
成
立
し
た

「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
男
女
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
そ
の
個
性
と
能
力
が
十
分
に

発
揮
で
き
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活

が
両
立
し
た
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
も
の
で
す
。

働
き
た
い
女
性
が
、
仕
事
か
子
育

て
ま
た
は
介
護
な
ど
の
二
者
択
一
を

迫
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
多
様
な
働
き

方
が
で
き
る
た
め
に
は
、
仕
事
と
生

活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）
や
、
女
性
が
活
躍
し

や
す
い
職
場
づ
く
り
を

心
が
け
る
こ
と
、
ま
た
男

女
が
と
も
に
審
議
会
等

の
話
し
合
い
の
場
に
参
画

し
、
責
任
を
担
っ
て
い
く

こ
と
で
す
。
竹
田
市
で
は

女
性
委
員
の
目
標
値
を

30
％
に
設
定
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
に

対
応
す
る
た
め
、
女
性
の
労
働
力
は

無
視
で
き
ま
せ
ん
が
、
男
性
の
深
い
理

解
と
協
力
が
な
く
て
は
実
現
し
な
い

と
も
い
え
ま
す
。

女
性
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
、
男
性
も
女
性
も
で
き
る

こ
と
か
ら
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
20
日
は
男
女
共
同
参
画
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
『
第
２
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

た
け
た
』
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63-

４
８
２
０

こころちゃん

「女性の

　活躍のために」

人
権

シリーズ　No.43

地元で働いてみませんか？ ふるさと求人情報

19 2018 年 11 月発行

たけたんインフォ／求人情報／人権シリーズぬくもり



小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

11／ ３㈯ 豊後大野市民病院

11／ ４㈰ 豊後大野市民病院

11／10㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

11／11㈰ 豊後大野市民病院

11／17㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

11／18㈰ みやわき小児科

11／23㈮ 豊後大野市民病院

11／24㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

11／25㈰ 豊後大野市民病院

12／ １㈯ みやわき小児科・竹田市立こども診療所　※三重東クリニックは休診

12／ ２㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）

三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる

場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署

（☎63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの

場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。

なお、毎月の当番表については、大分県豊肥保健所のホームペー

ジの「おおいた医療情報ほっとネット」にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

11／ ３㈯ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

11／ ４㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

11／11㈰ ふじさわ歯科医院 ☎ 64-1118

11／18㈰ 竹下歯科医院 ☎ 62-2662

11／23㈮ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024

11／25㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

12／ ２㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医院の情報については、大分県歯科医師会のホームペー

ジでも確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

11 月の在宅当番医院

受付時間　平日夜間 18：00～21：00　土曜日 13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日 9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医院は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事

前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番医院を受診してください。

※当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧

いただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

  1㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 16㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

  2㈮ 佐藤医院 ☎68-2005 17㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  3㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈰ 大久保病院 ☎64-7777

  4㈰ 大久保病院 ☎64-7777 19㈪ 道全内科 ☎63-2270

  5㈪ 道全内科 ☎63-2270 20㈫ 志賀内科 ☎63-2083

  6㈫ 志賀内科 ☎63-2083 21㈬ 秦医院 ☎63-2246

  7㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 22㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

  8㈭ 柚須医院 ☎63-2016 23㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  9㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 24㈯ 大久保病院 ☎64-7777

10㈯ 大久保病院 ☎64-7777 25㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

11㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 26㈪ 道全内科 ☎63-2270

12㈪ 道全内科 ☎63-2270 27㈫ 志賀内科 ☎63-2083

13㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 28㈬ 安西皮膚科 ☎63-3232

14㈬ 志賀内科 ☎63-2083 29㈭ 竹田医師会病院 ☎63-3241

15㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 30㈮ 柚須医院 ☎63-2016

11
月
９
日
㈮
か
ら
15
日
㈭
の
間
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
期
間
中
は
消
防
団
に
よ
る

火
災
防
御
訓
練
や
、
消
防
車
輌
に
よ

る
防
火
広
報
を
行
い
、
火
の
用
心
を

呼
び
か
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
等
の
使
用
も
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

す
る
と
と
も
に
、
枯
れ
草
等
を
焼
却

す
る
場
合
に
は
必
ず
消
防
署
へ
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。（
各
支
所
・
消
防

署
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
の
貸

荻
町
恵
良
原
地
区
は
、
住
民
に

よ
っ
て
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た

伝
統
芸
能
が
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
で

あ
る
獅
子
舞
を
約
１
５
０
年
に
わ
た

り
保
存
・
継
承
し
て
い
ま
す
。

９
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
恵
良
原

天
満
社
秋
季
大
祭
で
は
、
多
く
の
見

物
客
が
訪
れ
、
新
調
し
た
獅
子
な
ど

が
華
を
添
え
ま
し
た
。

今
後
は
ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
老
人
施
設
の

慰
問
な
ど
、
地
域
で
脈
々
と
受
け
継

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
）

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
と
な
り
、
12
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
設
置
し
て
10
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
内
部
の
電
子
部
品
の
劣
化
が
進

ん
で
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
本

体
の
交
換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
ほ
と

ん
ど
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
す
。
逃

げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
消
防
本
部
警
防
課

☎
63-

０
１
１
９

が
れ
て
き
た
こ
の
伝
統
芸
能
を
地
域

行
事
と
し
て
維
持
、
保
存
し
て
い
く

そ
う
で
す
。

平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
確
認
」

（
平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で

伝
統
芸
能
用
具
が
新
し
く
！

↑獅子舞を披露した恵良原自治会の皆さん

広報たけた平成 30 年 11 月号 20

休日・夜間の在宅当番医院 ほか



「山の上の家」
庄野  潤三　夏葉社

一般の本

今なお多くのファンをもつ、庄野潤

三。一家が暮らした生田の山の上に

立つ家の風景を豊富な写真で紹介す

るほか、単行本未収載の作品、全著作

案内、家族の原稿などを収録してい

ます。佐伯一麦の特別寄稿も掲載さ

れており、読み応えのある一冊です。

にぎわう浅草を舞台に、車夫（人力

車の引き手）の世界に飛び込んだ少

年と、そこで出会う人たちとの心の

ふれあいを描く成長の物語。「走る」

ことがだれかの笑顔になる―あたた

かな人情がつなぐ連作短編集です。

第３弾までお楽しみください。

吉益東洞・山脇東洋・永富獨嘯

庵・原南陽・華岡青洲・中西深斎。

江戸期６人の先哲を描いた漢方

歴史小説集です。平成17年刊行

「春雷～東洞世に出る～」の改題

再出版です。さわやかなタイトル

の文庫になりました。ぜひご一読

ください。

郷土の本

【一般の本】

・天子蒙塵  第 4 巻［講談社］ 浅田　次郎

・下町ロケット〔４〕［小学館］ 池井戸　潤

・思い出が消えないうちに［サンマーク出版］ 川口　俊和

・一緒にお墓に入ろう［扶桑社］ 江上　剛

・銀河食堂の夜［幻冬舎］ さだ　まさし

・変わったタイプ［新潮社］ トム ・ ハンクス

・大学の実力［中央公論新社］

【子どもの本】

・おいも！［小峰書店］ 石津　ちひろ 文／村上　康成 絵

・たぬきのばけたおつきさま［鈴木出版］

 西本　鶏介 作／小野　かおる 絵

・木の実のたんけん［少年写真新聞社］ おくやま　ひさし

・兵隊さんに愛されたヒョウのハチ［ハート出版］

 祓川　学 作／伏木　ありさ 絵

・こどものための防災教室［理論社］ 今泉　マユ子

・おせんべやけたかな［童心社］ こが　ようこ 文／降矢　なな 絵

・月ちゃん－沖縄・いのちの物語－［三恵社］ 今泉　真也

 他250冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

11
月
８
日
㈭
　
竹
田
幼
稚
園

11
月
22
日
㈭
　
南
部
幼
稚
園
　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日
・
第
５
金
曜
日

※

23
日
（
金
・
祝
）
は
開
館
し
ま
す

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

司書
おすすめの
一冊

新図書館のコーナー紹介

「おはなしひろば」（西館）

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新刊のご案内新刊のご案内

11  月
秋の深まりを感じる霜月、そろそろ冬支度を始める季節ですね。

図書館では展示コーナーに、国民文化祭記念・明治150年記念

「小河一敏と幕末維新」と題して、竹田市立歴史資料館の学芸員に

よるパネル展示と図書館所蔵の関連資料を展示しています。

展示期間は11月25日㈰までです。ぜひご覧ください。

図書館の西館の左奥に絵本に

囲まれた「おはなしひろば」があり

ます。天井から下がっている素敵

なシェードが目に入ります。全部手

編みで作られており、シックでおし

ゃれな色合いのシェードです。

そのまわりにはたくさんの絵本や紙芝居、大型絵本が並んでいま

す。赤ちゃん用の絵本もここに並んでいます。たくさんの絵本の中から

お気に入りの一冊を見つけてくださいね。毎週火曜日の午前10時30

分から11時まで、読み聞かせ「おはなしひろば」を開催中！皆さん、ど

うぞお越しください。

子どもの本 「車夫」
いとう  みく作　小峰書店

「五月に花が咲く」 
黒川  達郎　文芸社

お  ごうかずとし

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048

■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724

■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217
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市長コラム

〈第110 回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。←市立図書館近くに開所した日

本きのこセンターグループ 菌
興椎茸協同組合九州本部大分
事務所。本市の椎茸産業に展
望が開ける朗報だ

図
書
館
・
グ
ラ
ン
ツ
・
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

多
く
の
人
々
が
竹
田
市
を
目
指
し
始
め
た

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

が
オ
ー
プ
ン
し
、
国
民
文
化
祭
の
関
連
行
事
が
続

い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
の
動
き
が
断
然
活

発
化
し
て
き
た
。
落
成
式
に
続
い
て
、
さ
だ
ま
さ

し
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
圧
巻
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

第
72
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽

コ
ン
ク
ー
ル
も
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
聴
衆
を
集
め

て
感
動
的
な
歴
史
を
拓
い
て
く
れ
た
。
一
方
、
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
新
図
書
館
も
年
間
８
万
人
が

訪
れ
る
な
ど
、
城
下
町
も
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き

た
。
車
も
人
も
城
下
町
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
い
う

声
を
あ
ち
こ
ち
で
聞
く
。

来
年
早
々
に
は
待
ち
に
待
っ
た
中
九
州
地
域

高
規
格
道
路
が
朝
地
か
ら
竹
田
市
鏡
イ
ン
タ
ー

に
到
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
し
、
歴
史
資
料
館
に

代
わ
る
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
も
秋
に
は
開

館
す
る
。
大
分
市
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
市
町
村

か
ら
の
訪
問
者
が
増
え
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
竹
田
市
に
は
東
北
仙
台
市
や

東
京
都
に
事
務
所
長
が
お
ら
れ
、
全
国
区
の
情
報

を
発
信
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
、
県
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
全
国
か
ら
も
竹
田
市
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
成
果

が
出
始
め
て
い
る
。

直
近
の
ひ
と
つ
が
、
鳥
取
県
に
拠
点
の
あ
る
日
本

き
の
こ
セ
ン
タ
ー
の
九
州
本
部
が
城
下
町
に
開
設

さ
れ
た
こ
と
。
椎
茸
の
種
ゴ
マ
を
扱
う
ト
ッ
プ
企
業

だ
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｋ
な
ど
と
も
連
携
し
て
椎
茸
の
生
産

拡
大
と
最
大
課
題
で
あ
る
消
費
拡
大
に
関
し
て
、

と
て
も
明
る
い
展
望
を
示
し
て
く
れ
た
。
私
た
ち
を

驚
か
せ
た
の
は
、『
10
分
で
戻
る
乾
し
椎
茸
』
の
商
品

化
で
あ
っ
た
。
す
で
に
鳥
取
県
で
試
験
中
で
あ
る
と

い
う
が
、
特
殊
な
方
法
で
椎
茸
を
乾
し
あ
げ
る
と

水
で
戻
す
の
に
わ
ず
か
10
分
し
か
か
か
ら
な
い
と

い
う
も
の
。
し
か
も
、
椎
茸
の
風
味
が
抜
群
で
あ
る
。

実
は
私
も
下
田
秀
一
組
合
長
の
言
葉
を
信
じ
て
、

そ
の
椎
茸
を
調
理
し
て
み
た
が
、
結
果
は
組
合
長
の

言
う
と
お
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
話
に
は
さ
ら
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
ス
ト
ー
リ

ー
が
添
え
ら
れ
た
。
10
分
程
度
で
戻
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
乾
し
椎
茸
を
乾
物
売
り
場
か
ら
生
鮮
食

料
品
売
り
場
に
移
し
た
と
こ
ろ
、
何
と
売
り
上
げ

が
５
倍
に
伸
び
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
だ
宣
伝
が

行
き
届
か
な
い
中
で
の
成
果
だ
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
は
竹
田
市
の
乾
し
椎
茸
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
商
品
化
を
目
指
し
た
い
と
の
こ
と
。
椎
茸
産
業
に

大
き
な
貢
献
を
し
て
く
れ
そ
う
だ
。
乾
し
椎
茸
を

取
り
扱
っ
て
い
る
姫
野
一
郎
商
店
で
も
、「
と
て
も

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

な
ぜ
竹
田
市
に
九
州
の
拠
点
を
構
え
て
く
れ
た

の
か
と
い
う
問
い
か
け
に
、
下
田
組
合
長
は
「
竹
田

と
い
え
ば
、
乾
し
椎
茸
生
産
で
は
日
本
一
。
そ
れ
に

弊
社
の
進
出
に
対
し
て
と
て
も
誠
意
あ
る
対
応
を

い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
」
と
答
え
て
く
れ
た
。
竹
田

市
が
地
方
創
生
で
椎
茸
・
カ
ボ
ス
・
サ
フ
ラ
ン
で
日

本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
も
称
賛
し
て
く
れ
た
。

マ
ス
コ
ミ
で
竹
田
市
の
話
題
が
全
国
レ
ベ
ル
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
成
果
だ
と
喜
ん
で
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
。
そ
れ
は
同
じ
く
地
方
創
生
で
取

り
組
ん
で
い
る
ビ
ー
ル
の
材
料
と
な
る
ホ
ッ
プ
の

収
穫
が
行
わ
れ
、
つ
い
に
『
竹
田
産
ホ
ッ
プ
の
ビ
ー

ル
』
が
誕
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
久
住
、
直
入
、
荻

の
各
地
域
で
農
業
後
継
者
の
若
者
が
挑
戦
し
た

成
果
が
地
ビ
ー
ル（
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
）と
な
っ
て

世
に
出
た
の
で
あ
る
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
協
力
を
得
て
、
遠
野
市
の
生
産

者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
栽
培
を
続
け
た
後
継
者

た
ち
。
先
日
の
グ
ラ
ン
ツ
の
落
成
式
で
も
参
加
者
に

振
る
舞
わ
れ
、
近
い
う
ち
に
市
内
の
旅
館
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
も
買
え
る
準
備
が
整
っ
て
き
た
。
大
分

県
で
一
番
の
農
業
産
出
額
を
誇
る
竹
田
市
の
農
業

に
ま
た
ひ
と
つ
、
大
き
な
花
が
咲
き
そ
う
だ
。

３
つ
目
の
朗
報
は
…
。
こ
れ
は
次
回
に
回
す
と
し

よ
う
。
全
部
話
し
て
し
ま
う
と
夢
が
遠
の
き
そ
う

だ
か
ら
。

先
人
が
言
っ
た
。「
月
も
満
つ
れ
ば
欠
け
る
」
と
。

頂
上
ま
で
に
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の
夢
が
あ
る
か

ら
こ
こ
で
欠
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
…
。

広報たけた平成 30 年 11 月号 22竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/
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※この券を切り取り、登城の際に料金所に提出してく
ださい。１枚につき、１家族が無料で観覧できます。

竹田市教育委員会文化財課　☎63-4818

国指定史跡　岡城跡

家族無料観覧券

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
、

岡
城
登
城
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

こ
の
バ
ス
は
身
体
の
不
自
由
な
方

や
高
齢
者
な
ど
登
城
が
難
し
い
方
を

対
象
に
、
駐
車
場
か
ら
本
丸
東
側
の

東
中
仕
切
り
付
近
ま
で
送
迎
し
ま

す
。ぜ

ひ
、
登
城
バ
ス
を
利
用
し
て
岡

城
の
紅
葉
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

運
行
期
間　

11
月
３
日
㈯
、
４
日
㈰
、

10
日
㈯
～
12
月
９
日
㈰

※
乗
車
料
金
は
無
料
で
す
。

※
天
候
等
に
よ
り
運
休
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課　

☎
63-

４
８
１
８

登
城
バ
ス
で
岡
城
の

魅
力
再
発
見
☆

７
つ
の
作
物
の
魅
力
を
発
信

「
竹
田
う
ま
れ
」
が

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

農林産品と地域のブランデ

ィング「竹田うまれ」（受賞企業：

竹田市農政課、株式会社ドアー）

が、《グッドデザイン賞2018》

を受賞しました。

「首都圏を中心に、より多くの人に竹田の産品の魅力を伝

えたい。そのために、生産者や市民が知識を高め、自信を持

って売れる取り組みを進めたい」―これらの思いを背景に、

産品と地域の魅力を多角的に伝える「竹田うまれ」のデザイ

ンが誕生しました。

「食べると幸せになる」をコンセプトに、本市が誇るカボ

スやトマトなど７種の農林産品の優れた点を環境や容姿、

食卓の視点から印象的な写真と、シンプルかつ優しく力強

いキャッチコピーで表現。また、ブランドブックやポスター

を作成することで、消費者だけでなく、生産者や販売者の意

識を高め、地域全体の活性化をめざして展開しました。

県内で断トツの農業生産額を誇る本市。日本一の品質を

テーマに掲げる地方創生「日本一ブランド戦略プロジェクト」

にも大きく弾みがつきます。

◆グッドデザイン賞とは
デザインによって暮らしや社会をよりよくしていくための活動。1957年の

開始以来、シンボルマークの「Ｇマーク」とともに広く親しまれている。
賞は製品、建築、ソフトウェア、システム、サービスなど、さまざまなもの

ごとに贈られ、何らかの理想や目的を果たすために築いたものごとをデザイ
ンととらえ、その質を評価・顕彰している。

↑７種の作物を印象的な写真＆キャ
ッチコピーで表現した「竹田うま
れ」。本誌でもレシピや生産者の話
を延べ14回にわたり紹介しました
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丘き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

陵
地
や
低て

い

ざ

ん

ち

山
地
の
草
原
や

疎そ

林り
ん
な
い内

に
生
育
す
る
高
さ
80
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。
茎く

き

は
直

ち
ょ
く
り
つ

立
し

普ふ

つ

う通
枝え

だ

を
分わ

け
ま
せ
ん
。

対た
い
せ
い生

で
、
ふ
ち
に
不ふ

ぞ
ろ
い
の

鋸き
ょ

歯し

の
あ
る
葉
は
披ひ

針し
ん
け
い形

で
、
長

さ
11
㌢
、
幅
が
２·

５
㌢
ほ
ど
で

す
。
葉
の
先
は
と
が
り
、
基き

ぶ部
は

ま
る
く
葉よ

う
へ
い柄

は
な
く
直
接
茎
に
つ

き
ま
す
。

夏
か
ら
秋
の
頃
、
長
い
穂

す
い
じ
ょ
う

状

花か

じ

ょ序
に
青せ

い

紫し
し
ょ
く色

の
径
８
㍉
ほ
ど
の

４
弁べ

ん

花か

を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
ま
す
。

花か

べ

ん弁
は
深
く
裂さ

け
、
雄お

し
べ
と
雌め

し
べ
が
長
く
突つ

き
出
て
目
立
ち
ま

す
。和

名
の
由
来
は
、
山
に
生は

え
花

の
姿

す
が
た

を
虎と

ら

の
尾お

に
見
立
て
て
山ヤ

マ

虎ト
ラ

のノ

尾オ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

大た
い
せ
ん船

山さ
ん
ろ
く麓

の
草
原
の
ご
く
限か

ぎ

ら
れ

た
場ば

し

ょ所
に
個こ

た

い体
は
非ひ

じ
ょ
う常

に
少
な
い

で
す
が
観
察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
そ

れ
以
外
の
里
山
の
ご
く
一
部
の

原
野
で
も
稀ま

れ

に
観
察
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
大
分
県
の
絶
滅
危
惧

種
。
花
期
は
８
月
か
ら
９
月
で
す
。

ヤ
マ
ト
ラ
ノ
オ
（
オ
オ
バ
コ
科
）

阿
孫　

久
見

第
１
６
４
回 

郷
土
の
植
物

国指定史跡
岡城跡

家族無料
観覧券

  有効期間

平成30年11月10日㈯～12月９日㈰まで

↑10月13日の「岡城清掃の日」には、
多くのボランティアの方が岡城
をキレイにしてくれました

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
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